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令和７年度 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に 

学識経験者の知見の活用を図るための実施計画（案） 

 

 令和７年１０月  

四日市市教育委員会  

 

１．目的 

⑴ 教育委員会が、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（地教行法）の一部改正に伴う「教育

に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等」を実施するにあたり、教育に関して学識経

験を有する者の知見の活用を図るという目的に資する。 

 

⑵ 本市の学校評価のシステム全体を検証するとともに、教育委員会が学校に対して行う施策の改善

に資する。 

 ◆ ⑴については、地教行法に以下のように規定されている。 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表し

なければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関して学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 

◆ ⑵については、本実施計画では、本市の学校評価システムの根幹となる各学校の学校評価のあり

方について意見を求めるとともに、各学校が行っている学校評価を教育委員会が行う学校への支援

にどのようにつなげていくのかについての意見交換を行う。 

 

２．四日市市教育施策評価委員 

⑴ 委員の委嘱 

・ 教育委員会が２名程度の委員を委嘱する。 

  ・ 委員は、教育施策及び学校経営・教育活動について、専門的・客観的な立場で評価することが

でき、教育委員会及び学校の運営に直接関係がない者とする。 

 

⑵ 役割 

① 四日市市学校教育ビジョンを基盤とした本市の教育施策全体について、抽出した学校や関係施

設の訪問、各学校から提出された評価に関する文書や教育施策を取りまとめた学校教育白書等を

参照することにより、客観的な立場から、専門的な提言・助言を行う。 

  ② 抽出した学校の訪問や各学校から提出された評価に関する文書から、各学校の取組を専門的・

客観的な立場から評価することを通して、教育委員会の方針・施策が学校現場に浸透し生かされ

ているかどうかを検証する。 

  ③ 上記に係る報告書を各委員が教育委員会に提出する。 

 

 

 

令和７年１０月１５日（水） 

教育委員会会議資料 
教育総務課 
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３．令和７年度施策評価実施計画 

実施日程 

  ※学校や施設等の視察については、重点評価項目に合わせて１～２か所（校）とする。 
 

４．本年度の評価項目 

四日市市学校教育ビジョンは、学校教育がめざす子どもの姿を明らかにするとともに、その実現

に向けた本市の教育の方向性を示すため、教育基本法第１７条２項に基づく、教育振興のための施

策に関する基本的な計画として策定している。その基本理念には、四日市が目指す子どもの姿「夢

と志を持ち、未来を創るよっかいちの子ども」を掲げ、子どもたちに「生きる力」「共に生きる力」

の育成に向けた取組を推進するため、令和４年１月に策定したものである。令和４年度から令和８

年度までの５年間の施策内容が記載されており、令和６年度においては計画期間の中間まとめとす

る。 

令和７年度の施策評価項目については、第４次四日市市学校教育ビジョンに示された５つの基本

目標に基づいた各施策の取組状況を踏まえるとともに、教育を取り巻くこれまでの課題を整理し、

新たな課題に対応するために重要となる重点評価項目を選定及び評価を行う。また、施策の重点と

している「新教育プログラムの着実な実践」「ＩＣＴの効果的な活用」「学校の組織力向上」につい

ては、継続評価項目として評価を行うことで、第４次四日市市学校教育ビジョンにおける施策の推

進につなげていきたい。評価にあたっては、学校等の視察や懇談等を行い、学校現場等における施

策の具体的な実施状況を把握するとともに、その成果や課題について検証する。 

 

○施策評価重点項目 

（案１）英語コミュニケーション能力の育成 （基本目標１ 確かな学力の定着） 

【提案理由】 社会の急速なグローバル化の進展の中で、外国語を用いたコミュニケーションを行

う機会が格段に増えており、英語力の一層の充実を図る必要がある。 

本市では、就学前から英語に出会い、「聞く」「読む」「話す（発表・やり取り）」「書く」の４

技能５領域を統合した言語活動を通して、発達段階に応じた英語コミュニケーション能力の育

成を図り、自分の思いや考えを英語で伝える力を育成している。それらを高めていくため、全

小中学校に配置している英語指導員を効果的に活用しながら英語教育を実施している現状の

取組について評価し、今後の施策の充実に向けて検証する必要がある。 

 教育委員会 教育施策評価委員 市議会報告 

10 月 重点評価項目選定 

   継続評価項目確認 

11 月 各評価項目決定 

  

 

3 月 視察報告 

11～ 2 月 視察・施策評価※ 

 

 

5 月 

7 月  

8 月 報告書作成 

  

 

 

  報告書提出 

執行状況調査（事務局との懇談） 

教育懇談会兼施策評価委員会（点検・評価の総括） 
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（案２）体力・運動能力の向上 （基本目標２ こころとからだの健全な育成） 

【提案理由】 本市では、「体を動かす楽しさ、心地よさを味わえる」「各種の運動を適切に行うこ

とを通して様々な基本的な体の動きを身に付け、結果として体力の向上を図ることができる」

など、どの子も運動の特性に触れながら達成感や成就感が感じられるよう授業づくり、日常的

に運動したくなる環境づくりの推進を図っている。 

小学校では、子どもたちの健康の保持増進と体力向上につなげ、運動好きの子どもたちを育

てていくために表現運動領域のリズムダンスにおいて、子どもたちの発達段階に応じた四日市

独自のダンスプログラムを開発し、取り組み始めている。それら現状を踏まえて評価・検証す

る必要がある。 

 

（案３）不登校児童生徒への支援 （基本目標４ 全ての子どもの能力を伸ばす教育の実現） 

【提案理由】 不登校児童生徒への支援は、学校に登校するという結果のみを目標にするのではな

く、児童生徒自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指している。本市では、

不登校児童生徒が年々増加する中で、児童生徒が安心して教育を受けられる環境を整えるとと

もに、不登校児童生徒に対して、登校サポートセンターやフリースクール、校内ふれあい教室

等、多様で適切な教育機会を活用した社会的自立への支援を行っている。 

令和７年度は、中学校校内ふれあい教室の設置を完了し、小学校に校内ふれあいモデル校を

設置した。不登校となる要因・背景は多様であるため、個々の状況に応じた指導方法や支援体

制の工夫改善が一層必要となることから、現状の取組について評価し、今後の施策の充実に向

けて検討する必要がある。 

 

（案４）日本語指導が必要な子どもへの指導の充実 （基本目標４ 全ての子どもの能力を伸ばす 

教育の実現） 

【提案理由】 本市においては、外国人児童生徒は増加傾向にあり、多言語化と分散化が進んでい

る状況である。また、日本語指導が必要な外国人児童生徒においても年々増加しており、多く

の学校で、初期日本語指導を必要としている児童生徒、生活言語は習得できているものの、学

習言語が十分に習得できていない児童生徒、自身の進路決定に向けて、保護者とも連携しなが

ら支援を要する児童生徒等、様々な状況にある。 

そのため、外国人児童生徒が日本語力や学力を身に付け、主体的に進路を切り拓くことがで

きるよう、日本語の初期適応指導、学力・進路保障及び教育相談等の支援体制の充実を図って

おり、現状の取組を踏まえて評価・検証する必要がある。 

 

 

５．点検・評価の方針（５か年計画） 

  令和４年度 施策の進捗状況の評価 

  令和５年度 施策の進捗状況の評価 

  令和６年度 施策の進捗状況の評価 

  令和７年度 施策の進捗状況の評価及び第４次四日市市学校教育ビジョン総括に向けた整理 

  令和８年度 第４次四日市市学校教育ビジョン総括（第５次四日市市学校教育ビジョン（仮）策定年度） 
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本市の教育施策及び学校の評価システム 

 

（第４次四日市市学校教育ビジョンＰ６３より抜粋） 

 

本市教育委員会では、平成 21 年度から四日市市教育施策評価委員を委嘱し、専門的・

客観的な立場からの提言や助言を基に、本市学校教育ビジョンを基盤とした教育施策及

び学校評価システムについて、点検及び評価を進めています。学校教育ビジョンは、本

市学校教育の根幹として位置付けられるものであることから、ビジョンの進捗管理とと

もに、成果指標に基づく評価を実施します。 

また、基本目標の各施策については、具体的な取組指標に基づき、取組の進捗管理及

び評価をするとともに、その結果については、「教育委員会の点検・評価報告書」及び「学

校教育白書」で市議会に報告するとともに、広く市民に周知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校づくりビジョン」は、教師が連携し、各教科等の連携を図りながら行う授業づくりやよりよい学校教
育を目指す地域人材の活用などをカリキュラムに位置付け、その実施状況を評価し、改善を図るといったカ
リキュラム・マネジメントに基づき、策定されます。 

＜四日市市学校評価システム＞ 

◆本市では、四日市市学校教育ビジョンを受けて、各学校が「学校づくりビジョン」を策定し、学

校経営を行っています。 

◆学校評価に関して、各学校から教育委員会へ、以下の報告書が提出されます。 

①自己評価書 

・学校づくりビジョンの重点目標に対する評価、学校経営に対する評価等 

②学校関係者評価書 

・四日市版コミュニティスクール運営協議会による評価 

◆学校教育白書は、四日市市学校教育ビジョンの諸施策の評価資料として位置付けています。これ

に基づき、教育委員会の点検・評価報告書を作成しています。 

 

※ PDCAサイクル 

    = Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）の業務改善システム 

第４次四日市市学校教育ビジョン 

学校教育白書 

教育委員会の点検・評価報告書 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

各施策の実施 → 学校の取組 

指標（数値目標） 

各施策の見直し↓ 

学校の取組改善 

 
ＨＰ公表 

教育施策評価委員の知見活用 各施策の進捗管理（教育委員会） 
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令和７年９月市議会

定例月議会

本会議審議等内容報告

四日市市教育委員会
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

○小・中学校の学校給食無償化の早期実現
について
①要望書についての市の考えについて伺い
たい。また、今年度３学期から実施した場合
の費用はどのくらいか。その場合でも物価高
騰対応臨時交付金を充てられると考えてよい
のか。

（副教育長）
①「国の施策を待たず今年度途中から給食
無償化を実施すること」については、令和７年
６月議会答弁のとおり、国による具体的方針
が示されていない中で本市として学校給食無
償化の時期や対象、手法等を決めていく段階
ではないと考えており、国からは未だ具体的
な方針は示されていない。
　一方で本市では物価高騰が続く中、令和５
年度から食材料費の物価高騰分を公費で負
担している。学校給食費は９年前から据え置
き保護者負担が増えないよう努めており、令
和５年度からは実質給食費の一部を無償化
しているといえる。　さらに全額を無償化する
ことについては引き続き国の動向を注視し、
市長部局で実施する子育て支援策と併せて
意義や効果、実施時期、将来の負担等慎重
に検討していきたいと考える。

　「小学校と中学校同時に無償化を実施する
こと」については、小学校と同様に国による具
体的な方針が示されていないため、時期や対
象、手法等を決めていく段階ではないと考え
る。
　本年度３学期に学校給食に必要となる食材
料費は約３億６千万円、その内保護者負担の
給食費は約２億９千万円と見込む。
　令和７年度の物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金は、追加配分を含め２億
6447万９千円が交付されており、大部分の２
億422万３千円を学校給食の物価上昇分に充
当予定である。令和８年度においては国から
の交付金の有無についても示されていない状
況である。

②学校給食無償化を実施している一部の自
治体の給食の質の低下について報道もあっ
たが四日市市ではどうか。

②国が示す栄養価基準値に極力近くなるよう
努めており、令和６年度の各栄養素の平均値
は国の基準をほぼ満たしており、全国平均と
比べても必要な栄養素を維持できている。物
価高騰の中、食材料費の一部の公費負担と
ともに、給食の質を担保するために献立作成
の際には、予定価格を勘案しながら栄養価が
近い野菜の選定したりデザート回数を減らす
など工夫をしている。
　一方で、給食は食育の教材としても大きな
役割を果たしているため、安価な食材の使用
だけでなく、様々な食材に触れることができる
よう、多様な食材を適切に組み合わせるとと
もに地産地消にも取り組んでいる。
　引き続き給食の質を担保し、安全・安心で
体においしい給食を実施できるよう努めてい
く。

令和７年９月議会（本会議）の質問質疑に対する答弁要旨

◎一般質問

水谷　一未
（市民目線の会）
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（本会議）の質問質疑に対する答弁要旨

◎一般質問

○小中学校の熱中症対策にウォータークー
ラー設置を
①市内小中学校のウォータークーラーの設置
状況はどうか。また、現在設置されている
ウォータークーラーが故障し使用できない場
合は撤去されるのか、修理は検討しないの
か。

②ウォータークーラーが設置されていない学
校では、水筒が空になった場合どのように対
応しているのか。

（副教育長）
①令和７年９月１日現在ウォータークーラーを
設置している学校は小学校では設置している
ところはなく、中学校では20校である。設置の
経緯は教育委員会が直接設置したものはな
く、学校が維持管理できるものに限って、PTA
や地域の外部団体などからの寄附を受け設
置されたものである。したがって、設置状況は
学校ごとに異なり、教育委員会は修理等の維
持管理は行っていない。

②本市では学識経験者の専門的な知見を取
り入れ毎年改訂している「学校における熱中
症予防対策マニュアル」に基づき熱中症対策
を行っている。水分補給は重要な対策の一つ
として、こまめな水分補給の必要性や下校前
の水筒内の水分の確認等について指導して
いる。水筒が空になった場合には衛生面での
指導と併せて水道水を補充して飲むことを伝
えている。普段の学校生活における常温の水
道水での水分補給については学識経験者の
意見を踏まえて熱中症予防として有効である
と捉えている。

➂他自治体では熱中症対策の観点から
ウォータークーラーの設置が進められている
が本市では検討がされないのか。

④近年の酷暑を踏まえ、子どもの教育環境を
第一に、市の責任で前向きな検討を求める。
（意見）

➂本市の熱中症対策としては、各校に配備
の複数の熱中症計により活動前の暑さ指数
を測定し、安全な活動実施の判断を行ってい
る。各教室には空調設備を完備し体温調節を
助けることで暑さによる体への負担軽減を
図っている。また、熱中症が疑われる際など
体温を迅速に下げる必要がある場合に備え、
冷やした経口補水液や氷を常備している。さ
らに熱中症対策費として配当した予算により
冷却シート等の購入など各校の実情に応じた
対策を講じている。
　熱中症対策として給水設備の設置を進めて
いる自治体があることは承知しているが、課
題も挙げられている。本市のウォータークー
ラー設置については、学校規模に応じた台数
を設置する必要があることや、新たな設備導
入に伴う維持管理のための職員の負担やコ
ストの面で課題があるため設置は難しいと考
えている。
　今後も熱中症対策の一層の充実に努めて
いく。

太田　紀子
（共産党）
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（本会議）の質問質疑に対する答弁要旨

◎一般質問

○行政による学校問題解決のための支援体
制の構築について
①「学校問題解決支援コーディネーター」を中
心としたさまざまな専門家が参画する支援体
制の構築を進めているが、取組状況を確認し
たい。

②天理市は「ホットステーション」を設置し、あ
らゆる案件に対応している。本市も、ADRに
至らない段階での相談機能を充実させ、教員
の働き方改革を推進すべきでないか。

（教育長）
①令和６年度から「行政型学校ADR」を導入し
た。弁護士や臨床心理士から助言を受けて
対応している。令和６年度は約200件の相談
のうち６件を困難事案とし、うち１件をADRで
解決した。

②今年度、組織再編に伴い、学校管理職OB
を「学校問題解決支援コーディネーター」とし
て位置付けた。児童生徒や保護者から直接
相談を受け付けられるようにすることで、教員
の負担軽減や働き方改革の推進につながる
と考えている。

③天理市では、学校管理職OBの拡充や保育
園・幼稚園長経験者の採用、心理士の活用
の充実に力を入れている。本市の事業拡充
に対する方針を確認したい。

④次期教育大綱への位置づけについてどの
ように考えているのか。

⑤行政による学校問題解決のための支援体
制について、今後さらに取組をすすめてほし
い。（意見）

③本市の相談窓口には、いじめ、発達課題、
不登校など、様々な分野で児童生徒・保護者
の相談に応じる、計11名の学校管理職OBが
常駐している。また学校ADR委員は、弁護士
や臨床心理士、精神科医、学識経験者など
多種多様な専門家で構成されている。今年度
は、子どもの人権を守り子どもが自分の考え
や意見を表明できるアドボケイトや、学校管
理職OBを１名ずつ加え、体制を強化してい
る。さらに、事案によっては、保育幼稚園課に
所属する園長経験者とも連携して対応してい
る。

④次期教育大綱については、こどもまんなか
社会を実現するために、子どもを最優先し、
子どもの意見を尊重した取組みを軸として位
置付け、総合教育会議の場で議論していく。

中川　雅晶
（公明党）

10/84



質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（本会議）の質問質疑に対する答弁要旨

◎一般質問

○戦後80年、戦争の実相をどのように伝えて
いくかについて
①戦後80年が経過し、戦争体験者も減り続け
る中、市として戦争の実相を子どもたちに伝
えるため、どのような取り組みをしているの
か。

（副教育長）
①博物館では毎年、四日市空襲と戦時下のく
らし展を開催し、防空壕のジオラマ等の展示
を通じ、当時の様子を伝えている。また、空襲
体験者から直接話を聞く機会を設け、平和の
尊さを伝える取り組みも行っている。

○戦後80年、戦争の実相をどのように伝えて
いくかについて
①教育現場で、子どもたちに平和や戦争につ
いて学ぶ機会はどのように確保され実施され
ているか。

②昔と比べて戦争について学ぶ機会は減っ
ていないか。

（教育長）
①小中学校ともに社会科の時間に戦争につ
いて学んでいる。小学校６年生では、総合的
な学習の時間を活用して、地域の戦争体験
者から話を聞く活動などにより戦争について
より深く考える学習の機会をもっている学校も
ある。「のびゆく四日市」にて子ども自身が学
ぶことができるようにもしている。中学校で
は、修学旅行で広島を訪れ、平和に関する講
話を聞いて意識を高める取り組みを行ってい
る学校もある。小中学校ともに道徳教材をも
とに、生命の尊さや平和な社会を守るために
できることを考え合う授業を行っている。今後
も継続していく。

②教科学習の中でしっかりと取り組んでい
る。今後も継続して指導していく。

森川　慎
（政友クラブ）
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（本会議）の質問質疑に対する答弁要旨

◎一般質問

○教員不足に苦しむ教育現場に、市ができ
ることは？
①当市においてそれほどまでに教員の数が
不足しているのか。

（教育長）
①全国的に教員志願者の減少の影響により
年度当初から欠員が生じる自治体があるな
ど教員の安定的な確保が課題となっている。
本市においては年度当初に学級担任を受け
持つ教員は確保できたが、講師も含まれてお
り、実際には担任業務を担える正規教員が限
られている状況である。病気休暇等で長期間
不在となる教員の代替として配置される常勤
講師が講師不足により確保できない学校もあ
り、令和７年９月１日時点で小学校７校、中学
校3校となっていることから、非常勤講師を配
置し、学校では教員の担当教科の調整など
の対応を行うことで子どもたちの学習に支障
がでないよう努めている。

②教員採用増が期待できない今、市でできる
ことはないのか。

②学校では教員だけでなく、学習指導員や外
国人児童生徒への日本語指導等を行う適応
指導員、特別支援学級介助員、特別教育支
援員、医療的ケアサポーターのほか、専門的
な知見をもつ人材としてスクールカウンセラー
や学校図書館司書、部活動指導員などさまざ
まな職種の方が連携しながら学校を支えてい
る。また、教員が本来の教育活動に専念でき
る環境づくりと働き方改革の推進を目的とし
て、令和元年度から市独自で全校に学校業
務アシスタントを配置、令和２年９月からは県
からスクールサポートスタッフが全校に配置さ
れ、現在２名体制で教員の事務作業等に対
する業務支援を行っている。

➂学校業務アシスタントやスクールサポート
スタッフの業務内容はどのようなものか。

④非常勤講師や教員OBの人数はどのくらい
か。また担任も受け持つことができるのか。

➂教員が本来の教育活動に集中できるよう、
印刷業務、データ入力、資料整理等の事務作
業のほか、授業準備の補助、備品や消耗品
の整理、子どもたちの制作した作品の展示な
ど、学校ごとの実情やニーズに応じて柔軟か
つ多様な業務を担っている。

④非常勤講師は令和７年９月１日現在小中
学校合わせて262名を配置し、主に授業を担
当している。かつて正規職員として勤務して
いた元教諭は、常勤講師として22名、非常勤
講師として123名の小中学校合わせて合計
145名が指導にあたっている。常勤講師は担
任を受け持つことが可能であり、現在12名の
元教諭が担任業務を行っている。定年退職
後の元教諭は長年にわたる豊富な指導経験
と教員的知見を有しており、学校の実情を理
解しているため心強い存在であるが、一方で
健康面や体力面、家庭の事情などから、時間
的制約や身体的負担の少ない非常勤講師を
望まれる傾向がある。

小田　あけみ
（フューチャー

四日市）
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（本会議）の質問質疑に対する答弁要旨

◎一般質問

小田　あけみ
（フューチャー

四日市）

⑤特別支援教育支援員は各校に何人くらい
配置されているのか。

⑥教員不足による教員の負担軽減は教員以
外のスタッフで補うことと、学校自体を変えて
いくことの両輪で考える必要がある。（意見）

（教育長）
⑤特別支援学級に在籍しないものの教員に
よる支援が必要な子どもたちへの対応は増え
ているため、本市では特別支援教育支援員
を一律の人数ではなく各校の児童生徒数や
支援の必要性など実情に応じて柔軟に配置
することとし、令和７年９月１日現在、小中学
校合わせて45名を配置している。
具体的な業務としては、授業中に集中が難し
い子どもへの声かけや、日常生活の中での
困りごとへの対応等個々の状況に応じた学
習面や生活面での支援を行っている。こうし
た支援は、教員が授業準備や学級運営に集
中できる時間の確保や子どもたちにとっての
安心感につながり、学習環境の安定や集団
生活への適応を促す等教育的効果もあること
から今後も適正な配置に努めていく。

辻　裕登
（新風創志会）

○夏休みのこどもの預け先
①余裕教室がない状態でも、学童保育所が
学校施設を利用することは可能か。

②教育委員会からこういう活用はできないか
という提案がほしい。(意見）

（副教育長）
①本市においては、令和３年３月策定の「四
日市市　市立小中学校における余裕教室等
活用方針」及び「四日市市余裕教室等活用に
おけるガイドライン」に基づき、校舎や学校敷
地の一部を学童保育所に利用いただいてい
る。
　一方、余裕教室がない場合は、学校施設開
放事業での利用や、夏休み中の一時使用な
ど、学校教育活動に支障のない範囲であれ
ば、教室や体育施設を学童保育所に利用い
ただける場合もあるので、まずは各学校に相
談いただきたい。
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（本会議）の質問質疑に対する答弁要旨

◎一般質問

山田　知美
（新風創志会）

○外国人児童・生徒への教育支援について
①市として、外国にルーツを持つ児童・生徒
の在籍状況をどのように把握しているのか。
また、適応指導員の配置状況や日本語指導
が必要な児童・生徒への学習支援など、現在
どのような取り組みがなされているのか。

（教育長）
①日本語の習得状況なども含めた在籍状況
の調査を年２回行っている。来日して間もな
い日本語指導が必要な児童生徒への学習支
援の場として、初期適応指導教室「いずみ」、
拠点校、居住区の学校の３通りを用意し、日
本語での読み書きや会話の習得、学校生活
への適応などの支援や指導を行っている。適
応指導員は40名を雇用しており、小学校21
校、中学校７校に派遣し、日常生活の言葉の
習得や、集団の中での友だちとの関わり方に
ついて支援をしている。適応指導員は文書の
翻訳や保護者等への通訳支援も行っている。
進路選択の支援として、進学ガイダンス「学
校へ行こう」、キャリアデザイン講座を行い、
就学支援としてプレスクールを実施している。

諸岡　覚
（新風創志会）

○本市の芸術に関する認識について
①市内学校現場における裸婦像等の設置の
実態はどうなっているか。

②学校教育における裸婦像等の取り扱いに
ついてはどうなっているか。

③児童生徒から、四日市市にある裸婦像に
ついて聞かれたらどう答えるか。

（教育長）
①市内の中学校３校で、備品として美術準備
室に保管されており、現在は授業等で活用し
ている学校はない。

②美術科の教科書においては、裸体像の写
真が美術史年表の中で掲載されている。各
時代の芸術を代表する存在として紹介されて
おり、資料として授業で取り上げることがあ
る。また、裸体描写を含む絵画も紹介されて
おり、芸術表現の多様性に触れることができ
るように、授業で活用している。このように、
美術教育の中で、芸術を学んでいくための教
材として取り上げられている。

③子どもの気持ちを受け止めた上で、裸婦像
の美や平和の象徴として指導していく。
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

中川　雅晶
（公明党）

①今まであった２つのスイッチに追加をすると
いうことか。

②現状では、通信の際にデータがパンクして
いた状態なのか。

③60個ということは、どこかの学校に２個入る
のか。

④金額は妥当なものか。

⑤機器導入後のメンテナンスも契約している
のか。

（教育推進課長）
①今まではレイヤ２という機器が入っていた。
ここにさらにレイヤ３を追加することで、通信
情報を整理してくれて、通信の効率があが
る、通信が速くなるものである。

②今は動画などを全校でみると止まったりす
るが、レイヤ３を入れることでスムーズにな
る。

③各学校は１個。残りの１個は事務局やセン
ターで動作確認などをするためのもの。

④指名競争入札であるため、妥当な契約で
ある。

⑤そのとおりである。

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

①他市町の先進事例は参考にしているの
か。

（教育推進課長）
①他市町の事例を実際に見に行ってはいな
い。インターネットなどの情報を参考にして、
製品の情報を得て、１校にテスト導入した。

（教育監）
①文部科学省からネット環境がよくない場合
は改善するように指示がある。当初はレイヤ
２で対応できたが、データ量が大きくなるなど
環境が変わってきた。機器はある程度決まっ
ている。それを競争入札で２者応札があっ
て、落札したのがCTY。国から３分の１の補助
がある。

上　麻里
（政友クラブ）

①サイバーネット攻撃に対応できるのか。
（教育推進課長）
①あくまでも通信の最適化のための機器であ
り、サイバーネット・セキュリティに寄与する機
能のものではない。

山田　知美
（新風創志会）

①レイヤ３になったときの外部のデータセン
ターを介してとはどういうことか。

②テストした学校の規模は。

（教育推進課長）
①今までプロジェクタやプリンタに出力すると
きのデータがすべてデータセンターに行って
いたが、レイヤ３を入れることで、データセン
ターに行かずに直接校内で折り返して、プロ
ジェクタやプリンタにデータが送られる、通信
の交通整理の役割である。

②中規模の中学校である。

令和７年９月議会　付託議案の質問質疑に対する答弁要旨

◎議案第50号　動産の取得について
　　　　　　　　　　－通信最適化システム構築（レイヤ３スイッチ）機器－
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中川　雅晶
（公明党）

○四日市市奨学金について
①四日市市奨学金の決算額は6504万4000円
に対し、歳入はどのくらいか。

②参院選の際、全国的に意見を聞いたとこ
ろ、若い世代は奨学金の返還支援を国の政
策として求めている。四日市市奨学金は元々
半分が給付、残る半分も要件を満たせば免
除となり、進学や一定の市内在住につながっ
ているが、ほかにも奨学金制度は多くあり、
優秀な人材を獲得する観点からも奨学金の
返還支援を検討してもらいたい。（意見）

（教育総務課総務GL）
①令和６年度の歳入額は25万5000円であ
る。返還対象者は39名だったが、このうち28
名は市内在住で返還免除となった。

中川　雅晶
（公明党）

○英検IBAの実施について
①英検ＩＢＡの結果についてどのように評価し
ているのか。

②英検の受験を促進する予定はないのか。

③本市における生徒の英検の取得状況は把
握しているのか。

④希望する生徒の英検の受験に対する促
進、支援を検討してほしい。（意見）

（教育推進課長）
①卒業時点での各教員の見立てでは、英検
３級レベル相当の生徒が57.4％であった。今
後は60％を超えるように指導していきたい。

②現在はまず、英検ＩＢＡの活用を進めてお
り、英検などの個人の資格取得に補助をする
ことは考えていないが、英検の結果が高校受
験にどのように利用されているかなどの情報
について収集に努めたい。

③今のところ、英検の合格者の状況を確認し
ていないが、把握することを検討したい。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

○民間プール施設における児童の着替えに
ついて
①民間プール施設では、更衣室など子どもの
安全を守るという点で注意していただきたい。
これからも事業として良い結果が出るようにし
ていただきたい。（意見）

令和７年９月議会（決算常任委員会教育民生分科会）の質問質疑に対する答弁要旨
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中川　雅晶
（公明党）

○新教育プログラム推進事業（キャリア形
成）について
①キャリア・パスポートにかかった費用の内
訳を確認したい。

②キャリア・パスポート推進校での実践の成
果や課題は何か。

③職場体験学習の実施先の業態別バランス
について、年度によって偏りがあるのか、そ
の傾向性はどうか。

④職場体験学習の選択肢を広げるために、
地域外の事業所や多様な業態も選択できる
よう、教育委員会や学校で工夫すべきではな
いか。

⑤ゲストティーチャーを招いてのプレ社会人セ
ミナーについて、教えてほしい。

⑥プレ社会人セミナーは非常に重要な取組で
あると考える。また、実際の職場体験を通じて
子どもたちが苦手なことを乗り越えるという経
験は、次のステップへの自信につながるた
め、キャリア形成事業全体のさらなる工夫を
期待している。（意見）

（教育推進課長）
①キャリア・パスポートの活用に104万5000
円。内訳は印刷代と子どもたちが使用する
ファイルとで約半分ずつを支出した。

②推進校には先進校の視察をするなどの予
算を配分しており、研究成果は研修会などで
発表している。

③職場体験学習は学校ごとに地域等の特色
があるため、特に教育委員会がバランスを取
ることはなく、それぞれの学校に任せている。

④最近の職場体験学習の実施先は多様化し
ており、生徒たちが自分の興味や関心に基づ
いて選ぶことが可能となっている。特に教育
委員会が事業所リストを作成しているわけで
はないので、地域性は出てくる。

⑤地域の事業者の方を招いて授業を行って
いただいている。子どもたちの職業観などを
刺激できる部分は多いと考えている。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

○乳幼児期から学校卒業後を見通した「途
切れのない支援」の充実
①通常学級において相談支援ファイルを作成
している児童生徒は何人いるのか。

②相談支援ファイルはどのように活用されて
いるのか。

③精神科医や小児科医からの指導助言を受
けていることについて、これは報酬に含まれ
ているのか。

（育ち支援課長）
①1506人である。

②指導にかかわる多くの教員が、その児童生
徒の成育歴や特性を理解することに活用して
いる。

③含まれている。
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山田　知美
（新風創志会）

○学びの一体化推進事業について
①学びの一体化推進事業を継続してきた効
果を確認したい。

②授業参観後の事後検討や学校での活用に
ついて具体的にどのように行われているの
か。

（教育推進課長）
①現在は、指導案の検討から授業参観、事
後検討まで、幅広く実施されている。相互参
観は文化として根付いている。

②授業参観後は事後検討会として、その場で
教員同士が意見交換を実施している。各校区
で学びの一体化の取組について年間の報告
を作成しており、この報告を基に、次年度の
事業改善に繋げている。

山田　知美
（新風創志会）

○外国人児童生徒教育における適応指導員
の派遣について
①適応指導員の派遣は、各学校からの要望
に応じて行っているのか。

②年齢が低い児童生徒からの需要が高い印
象があるが、中学校７校に配置されていると
いうことは、日本語が話せない状態で海外か
ら入学する生徒も多いのか。

③適応指導員も人手不足になる可能性もあ
ることから、人材の確保もしながら事業を進め
てほしい。（意見）

（教育推進課長）
①各学校からの日本語指導が必要な児童生
徒に関する報告書に基づいて配置をする場
合もあれば、直接教育委員会に要請があって
派遣する場合もある。

②中学校から日本に来た生徒は日本語の習
得が難しく、特に国語や社会などの教科で困
難を抱えることが多いため、適応指導員の派
遣は有効であると考えている。

中川　雅晶
（公明党）

○部活動地域展開について
①部活動地域展開モデル策定支援業務委託
の結果から見える令和８年度地域展開完全
実施の最重要課題は何か。

②地域指導者の確保と育成についてどのよう
に考えているか。

（教育推進課長）
①地域クラブ化するにあたり、必要クラブ数
の整理と指導者の確保が課題と捉える。

②現在、中学生に指導を行っている指導者を
中心に確保する。令和８年度は指導者講習
会を実施し、指導者育成を行う。

上　麻里
（政友クラブ）

①休日も指導を望む教職員に対する教育委
員会の対応はどのようなものか。

②地域指導者として指導する教職員への報
酬はあるか。

（教育推進課長）
①兼職兼業願を所属長から教育委員会に提
出し、指導を継続できる体制を構築する。

②兼職兼業の教職員にも他の地域指導者同
様の報酬を支払っている。
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山田　知美
（新風創志会）

○「チーム学校」推進事業のスクールソー
シャルワーカー配置について
①スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）が複
数校を兼任するのは負担が大きいと考える
が、配置に当たっての基準を確認したい。

②ＳＳＷを新たに採用するためにどのように
取り組んでいるのか。

③ＳＳＷは不登校支援に不可欠な存在であ
り、今後も需要は増加すると考えられる。人
材不足を理由に相談が停滞しないよう、更な
る体制整備が重要である。（意見）

（育ち支援課長）
①ＳＳＷの配置については、生徒数、相談件
数に加え、個々の働き方等の希望も考慮し、
総合的に判断している。

②県が配置するＳＳＷの配置時間の増加に
ついて、県に要望しているが、現在のところ時
間数は大幅に増えていない。ＳＳＷの資格を
持つ人材が不足しているため、情報交換研修
会等による人材育成や質の向上を目指すと
ともに、社会福祉士会へのアプローチなどを
通じた人材確保に努めている。

山田　知美
（新風創志会）

○スクールロイヤーについて
①スクールロイヤーを活用した法的相談は年
間で５回だけなのか。

（育ち支援課長）
①スクールロイヤーに相談したのは５回だ
が、この他に、教育委員会の顧問弁護士に
相談したのが11回、総務部総務課に所属す
る法務専門監に相談したのが35回であり、昨
年度は計51回、法的な相談をしている。

中川　雅晶
（公明党）

○学校ADRの活用について
①行政による学校問題の解決支援体制が構
築されているとのことだが、具体的にはどの
ような取組がなされているのか。

②学校問題解決支援コーディネーターが、現
場に入って問題解決に当たる役割が求めら
れていることから、必要な研修を受けた熱意
のある人材を採用することが重要であり、こ
のような体制を整備することで、教員不足や
働き方改革に寄与するものと考えている。こ
のための予算や事業の推進についての考え
はあるか。

③教員が辞めずに働き続けていただくような
環境作りを教育委員会がサポートする必要が
あるため、ぜひ学校現場の声を聴きながらこ
の事業をもう少し拡充していただきたい。（意
見）

（育ち支援課長）
①学校現場では様々な対応が求められる
中、育ち支援課生徒指導グループの指導主
事が現場に赴いて支援している。さらに、学
校問題解決支援コーディネーターとして、校
長ＯＢが窓口となり保護者や児童生徒等から
の相談に応じる体制を整えている。

②学校ADRを整備する以前から、校長OB５
名が相談対応や学校への指導助言を行って
いた。これを学校問題解決支援コーディネー
ターに位置付け、専門家と連携して現場の課
題を解決する体制を整えた。まずはこの取り
組みを検証したい。
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山田　知美
（新風創志会）

○SNS相談アプリSTANDBYの活用について
①ＳＮＳ相談アプリの利用状況について、相
談の実件数と延べ件数が提示されているが、
どう違うのか。

②児童生徒が24時間相談を送信できるのは
良いが、返信が平日のみで時間帯も限られる
ことについては今後も変えるつもりはないの
か。

③ＳＮＳ相談アプリから専門機関や支援機関
につないだ事例はあるか。

（育ち支援課長）
①実件数はやり取りの１往復を１件として数
えた数、実件数は相談を行ったアカウントの
数を示しており、実人数は把握していない。

②相談のやり取りが終わった後のアンケート
結果では満足度は高く、現在のところ、返信
の時間帯については拡大する考えはない。

③返信の中で相談を勧めることはあるが、匿
名性のため、具体的な事例は把握していな
い。

中川　雅晶
（公明党）

○四日市版コミュニティスクール推進事業に
ついて
①決算額の内、子どもたちが直接享受できる
予算は２割程度に見える。実際にはどのよう
に子どもたちに還元されているのか。

②子どもたちが享受できる取組の内容に学
校間で差が見られる。マンネリ化している学
校もあるのではないか。

③報告書の公開方法の工夫や、学校からの
提案型予算配分などを検討すべきではない
か。子どもたちからの提案を基にした予算活
用や、他校の先進的な取り組みの情報共有
と実践を促進する必要がある。

（教育推進課長）
①確かにゲストティーチャー報償費など、子ど
もたちの教育活動に直接使われる予算が少
なく見えるかもしれない。しかし、運営協議会
では委員による授業参観を行い、授業や学
校環境の改善に繋げるという形で子どもたち
に還元されている。

②各校で様々な工夫をして実施しているが、
マンネリ化を防ぐため、リーフレットを用いた
活動報告や、委員長の研修会などを通して、
活性化を図っている。

③さらに四日市版コミュニティスクールの事業
を活性化していく方策を考えていきたい。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

○講師採用について
①ペーパーティーチャー相談会が実施されて
いるが、具体的な採用実績はあったのか。

（学校教育課長）
①昨年度は若干名が採用されており、その前
の年度も採用された非常勤講師が小学校高
学年の指導を行うなど成果を上げている。
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中川　雅晶
（公明党）

〇メディア・リテラシー養成を通じた人権教育
推進事業について
①インターネットに関するリテラシー教育は別
の部署で行われているのか。

②様々なリテラシーがある中でネット依存や
犯罪の危険性についても考慮した教育をする
ことで、さらに事業効果が上がるのではない
か。

③ＡＩやスマートフォンを効果的に活用すれば
世界はどんどん広がることから、小中学生の
うちにメディア・リテラシーを身につけること
は、社会に出た際に非常に役に立つと考える
ので、今後の事業の拡充を期待する。（意見）

（人権・同和教育課長）
①本事業で行う出前授業は、日常生活の中
での仲間づくりやお互いの関係性を考えるよ
うな内容としている。あわせてネットでのリテ
ラシーや法律面での配慮などについても盛り
込むようにしている。

②各学校ではスマートフォンやインターネット
との接し方について、企業による特別講座や
青少年育成室によるスマホ安全講座を実施
している。特にスマートフォンの所持率が上
がってくる小学校３年生や中学２年生を対象
に、発達段階を考えて総合的に考慮しながら
事業を実施している。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

①人権の研修会でリーダー育成を行っている
とのことだが、育成されたリーダーはそれぞ
れどのように指導を行うのか。

②保護者に対する取り組みは行っていないの
か。

③不登校の子どもたちに対するメディア・リテ
ラシー指導はどのように行っているのか。

（人権・同和教育課長）
①人権教育リーダー育成事業では、校内に
おける人権教育の推進役を３日間の研修で
育成している。研修後は、人権・同和教育課
の指導主事が伴走支援を行いながら各学校
での実践報告を受ける形で進めている。

②リーフレットを作成しており、出前授業の内
容を含め子どもたちが家庭で話し合えるよう
に工夫している。保護者の意識を高めること
も重要であり、今後その拡充についても検討
していきたい。

③不登校や当日授業に出席できなかった子
どもたちに特別な指導は行っていないが、学
級担任が授業内容を振り返ったり、学級での
指導に生かしたりしている。

上　麻里
（政友クラブ）

○校内ふれあい教室について
①保護者アンケートは抜粋掲載とのことだ
が、他にどのような意見が寄せられているの
か。また、現状の満足度や改善要望について
伺いたい。

②今回の決算内容、寄せられた意見、改善
点を踏まえ、改善点につながるような内容が
あれば、それも記載するように意識してほし
い。（意見）

（登校サポートセンター所長）
①スペースの都合で抜粋掲載としたが、感謝
の声が多数を占めており、概ね満足度が高
い。一方で、学校に届いた要望として、現在、
開室日数が週に18時間（３～４日）であり、毎
日開室にしてほしいという声が届いていること
は把握している。
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中川　雅晶
（公明党）

○不登校対策推進事業について
①不登校対策推進事業の決算額5469万2640
円のうち、3456万9307円が校内ふれあい教
室の設置拡充に使われているが、主な支出
内容について教えてほしい。

②今後、校内ふれあい教室の環境整備や現
場の先生や過去に登校していた子どもたちの
声も聞きながら、登校を促す備品等に予算を
使う方針はないのか。

③登校を誘発するような工夫や、通常教室の
授業をオンラインで視聴、参加できる仕組み
など、校内ふれあい教室が不登校児童生徒
の登校へのステップになるよう取り組んでほ
しい。（意見）

（登校サポートセンター所長）
①主に校内ふれあい教室の開設に伴う指導
者の給料に支出されている。

②パーテーションの整備や学用品は今後も必
要だと認識しており、環境整備に努める。今
後も子どもたちが過ごしやすい環境を整えて
いきたい。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

○インクルーシブ教育推進事業について
①医療的ケア児への支援について、看護師
の人数は足りているか。

②指導看護師の役割は何か。

（育ち支援課長）
①看護師の人数は足りており、適正配置がで
きている。

②指導看護師は、各校を巡回し、経験の浅い
看護師などをサポートしている。今後、指導看
護師を複数配置することを考えている。

山田　知美
（新風創志会）

①インクルーシブ教育の考え方として、障害
のある児童生徒だけでなく、性的マイノリ
ティ、外国にルーツを持つ子ども、複雑な家
庭環境の子どもなど、多様な背景を持つ子ど
もたちが共生できる学校づくりを目指すべき
ではないか。

（育ち支援課長）
①文部科学省や本市が事業の名称として
使っているインクルーシブ教育は、障害の有
無に関わらず共に学ぶという考え方だが、広
義のインクルーシブとして外国籍の子どもを
はじめ、様々な背景を持つ子どもたちが共生
できるような教育を推進していく。
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中川　雅晶
（公明党）

○学校医について
①医師の高齢化もあり学校区内の医療機関
に限定すると学校医の活動が難しくなるが今
後の方向性はどうか。また、歯科医師会はど
うか。

②学校健診のDX化の状況はどうか。

➂医療機関と学校が一緒にDX化を進め双方
でやり取りができるような取り組みを行い時
代に適応していくべきであるがどうか。

（学校教育課長）
①学校医、歯科医はそれぞれの医師会に相
談し決定していることから、今後も医師会と相
談しながらご意見を活かし子どもたちの健診
を実施できるよう進めていく。

②例えば良い歯のコンクール審査におけるの
写真の送付等についてICTを活用している。

➂子どもの健康を守ることを第一に医師会等
と協力して進めていきたい。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

○学校給食における地産地消について
①地産地消を進めるためには費用がかかる
のか。また、1年間で26品目の使用が目標
か。

②目標を達成するにはどれくらいの費用がか
かるのか。

（学校教育課長）
①そのとおりである。

②農産物は気候に左右されるため具体的な
費用については想定できない。

上　麻里
（政友クラブ）

①アグリサポーターが50者以上存在するが、
実際に活動しているの15者程度と聞いてい
る。活用についてどのように考えているのか。
また、子どもたちの感想を伝えることも重要と
考えるがどうか。

②子どもたちの顔を見ることで生産者の意欲
も高まり交流を重ねることで地産地消が促進
される。子どもたちの喜びを伝えることも重要
なためぜひ積極的に発信してほしい。（意見）

（学校教育課長）
①農産物を活用した食育の授業等も実施い
ただいており、そうした場を通じて子どもたち
の感想等も伝えることができている。
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上　麻里
（政友クラブ）

〇学校施設の適切な維持管理整備に対する
アンケートでの満足度評価について
①前年度に比べ、満足度のポイントが下がっ
ている要因は猛暑日とのことであるが、暑さ
対策の予算は充実しているのか。

②普通教室に設置されているエアコンについ
て、昨今の猛暑においても適切に機能してい
るのか。

（教育施設課長）
①ポイントが下がった主な要因は、トイレやエ
アコンにあると分析している。トイレについて
は、大規模改修などにおいて洋式化やドライ
化を進めている。また、エアコンについては、
一部の特別教室や体育館にエアコンが入っ
ていない状況の中、昨年度には熱中症対策
マニュアルが見直され、WGBT31以上の場合
には直ちに運動を中止とされたことなど、多く
の場面で児童生徒の活動が制限されたことも
あり、満足度が下がる要因となったと考えて
いる。
　特別教室や体育館への空調整備について
は、令和８年度末までの完了を目指して整備
に取り組んでいく。

②普通教室におけるエアコンについては、換
気を行いながらも熱中症対策として適切に運
用できている。

上　麻里
（政友クラブ）

○登下校時の熱中症対策について
①登下校時の熱中症対策についてどのよう
な取り組みを行っているのか。

②帰宅時間や距離は異なるため、今後はさら
に具体的な対策を考える必要がある。また、
地域の理解を得るため日傘利用についての
啓発活動もしてほしい。（意見）

（学校教育課長）
①登下校時には子どもたちに水筒を持たせ
水分補給を促している。特に小学生に対して
は下校前に水筒の中身を確認するなど熱中
症予防を指導している。日傘の活用について
も推奨している。

上　麻里
（政友クラブ）

〇図書館の利用実績について
①前年度と比較して利用実績が減少している
が、電子図書館の影響か。

②電子図書館とは別に、紙の本に対するニー
ズがあることが理解できた。

（図書館長）
①システム更新に伴う臨時休館があり、開館
日数が減っていることが原因。また、電子図
書館は学校での利用が多く、一般利用者の
増加が課題である。

24/84



質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（決算常任委員会教育民生分科会）の質問質疑に対する答弁要旨

上　麻里
（政友クラブ）

〇現図書館の利用環境改善について
①机や椅子の配置を増やしてはどうか。

②トイレは洋式化されているのか。

③新図書館ができるまで現図書館を快適に
利用できるようよう、費用対効果を考えたうえ
で予算のあり方を議員で考えたい。

（図書館長）
①場所に余裕がなく、物理的に難しい。

②各階に必ず洋式はあるが和式もある。

山田　知美
（新風創志会）

①座席数を増やす、中学生にも自習室の利
用を認めるなど、快適に、使いやすくなるよう
に少し柔軟に考えてほしい。

中川　雅晶
（公明党）

①新図書館でも活用できるもの、防犯上、防
災上に関わるものに関しては取り組むべきと
考える。ハードに関しては、何を優先するの
か、どの程度まで予算をかけるのか議論は必
要。

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

①新図書館ができるまでは、現図書館は市
民が喜んで利用できる施設でないといけな
い。現図書館に対する予算について、どう考
えているのか。

②現図書館を生き生きと活用できる施設にす
る、そういう姿勢を市民に示すべき。（意見）

（図書館長）
①ここ数年、電子図書館導入、移動図書館車
の更新、ICタグ導入による貸出・返却の利便
性向上など、ソフト面を充実させてきた。ハー
ド面の整備は、躯体の大きさも限られており
難しい。今後もソフト面を充実させていきた
い。

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

〇移動図書館について
①「みなと号」（平成20年購入）の更新予定
は。

②現在、91箇所を巡回しているが、３台になっ
てさらに増えるのか。

③熱中症対策のため一部運休とあるが、今
年はどうか。

④熱中症が懸念されるような暑い時期は、運
行計画に含めない方がいいと考える。（意見）

（図書館長）
①来年２月ごろ更新予定。大きさは現在の3.5
トンの大型車から、２トンの中型車に変更とな
る。先日寄贈された小型の「くじら号」とあわ
せて３台体制になる。

②従来の「かもめ号」「みなと号」で決まった停
車場所を巡回し、くじら号は子育て支援施設
などをデマンド型で派遣予定である。

③数回、午後の巡回を運休している。
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笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

○プラネタリウム機器更新スケジュールにつ
いて
①プラネタリウム機器更新について、令和７
年度からの10年を見据えた計画は検討して
いるか。

②市民の財産として、プラネタリウム周辺機
器も計画的に更新し、先を見据えて検討・展
開いただきたい。（意見）

（博物館副館長）
①今後の技術革新を見据えながら検討して
いきたい。

②より良い番組の選定や職員による解説な
ど、プラネタリウムに興味をもってもらえるよう
展開していきたい。

上　麻里
（政友クラブ）

①座席の仕様はどのようなものか。

②カップル席など、大人が楽しめるような設備
はあるか。また、市民公園と合わせた、プラネ
タリウムのポテンシャルを活かした取り組みを
検討いただきたい。

（博物館副館長）
①座席は144席あり、大部分がリクライニング
シートになっている。

②土曜には夜間投映を実施し、カップルの来
館も見受けられる。カップル席と限定していな
いが、２人掛けシートも設置している。

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

○改正博物館法施行に伴う主な方向性につ
いて
①9/12の大雨被害に関わり、水損した博物
館資料の冷凍処置に市内民間企業が協力し
た。改正博物館法の「地域の多様な主体との
連携・協力」を踏まえて、広い視野で民間企
業を含めた様々な主体と連携協力体制を
図ってはどうか。

（博物館副館長）
①博物館だけで解決できないことは外とのつ
ながりを意識していく必要がある。今回のよう
な災害も視野に入れて検討していきたい。

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

○博物館バックヤードツアーについて
①バックヤードツアーについて、市民から非
常に人気があるが、最近の実施状況はどう
か。

②様々な参加者を想定して、ツアーの可能性
を広げてもらいたい。（意見）

（博物館副館長）
①令和６年度は５月、８月に、今年度は５月に
開催した。来年度の計画については対象者な
ど構成を考えながら実施していきたい。

上　麻里
（政友クラブ）

○特別展等開催費について
①特別展について、子どもをターゲットとした
展示とあるが、子どもの詳しい年齢層を教え
ていただきたい。

②中学生・高校生・大学生が来館する機会は
確保できているのか。

③今後の展覧会について、学生が興味を持
てるようなチームラボなどデジタルアートも視
野に入れて検討いただきたい。

（博物館副館長）
①「木工作家つちやあゆみ　木とメロディーの
世界」展は９歳以下の子どもと保護者が多
かった。一方、「英国王室に咲くボタニカル
アートとウェッジウッド」展は60代が最も多
かった。

②中学生・高校生・大学生の来館者数増加は
博物館でも課題と考えている。まずは博物館
に来館するきっかけを創出できるよう検討し
ていきたい。

③今後、そのような展覧会についても検討し
ていきたい。
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森川　慎
（政友クラブ）

○講師採用について
①教員不足について令和６年度最終的にど
のくらい不足していたのか。正規職員だけで
はどのくらいか。

（教育長）
①令和６年度末時点で常勤講師、臨時的任
用講師を含めて小学校23人、中学校20人で
ある。正規職員では小学校15人、中学校８人
である。

谷口　周司
（新風創志会）

①人数の不足だけでなく教員の質も重要であ
る。令和６年度において教員の不祥事はあっ
たのか。

②子どもへの影響が大きいため、人数の問
題だけでなく教員の質も併せて考えていく必
要がある。

③学校において疑義があった場合は現場だ
けでとどめることなく教育委員会で把握しきっ
ちり対応すべきである。

（教育長）
①令和６年度においては１件発生した。大麻
所持による逮捕という大きな問題があり再発
防止に努めている。

（副分科会長）
②自身も教育長には姿勢を質問し、やり取り
はあった。教員の質については大切であると
認識している。

（教育長）
③報道にある問題については真摯に受け止
めている。県からも指示があるが本市ではそ
の前の７月末に全校において不審物の点検
を実施し、私物端末使用ルールも定め徹底し
て取り組んでいる。

荻須　智之
（政友クラブ）

○給食における地産地消について
①アグリサポーターの記載があるが商工農
水部とあまり連携されていない。議論された
のか。

（上委員）
①商工農水部との連携を含めて地産地消を
進めていただきたいと意見を述べた。

伊藤　嗣也
（政友クラブ）

〇教育施設の適切な維持管理整備
①空調について、教室の前後の窓を少し開け
て換気を行いながら運用しているとあるが、
設定温度は何度にしているのか。

②空調が未整備な体育館等は「令和９年度
から供用開始を目指す」とあるが、状況はどう
か？

③文部科学省が示す教室における望ましい
室内温度である17℃以上、28℃度以下を満
たすことができるのか。

（教育施設課長）
①学校環境衛生基準に基づく教室の室内温
度28℃以下を満たすように空調を運用するた
め、各教室の状況に応じて、設定温度を28℃
より下げるなど調整を行い、空調を運用して
いる。

②入札も済んでおり、予定通り進んでいる。

③満たすように機器を決定している。

森川　慎
（政友クラブ）

①教室の空調整備にあたり、空調機器の能
力を決める基準はあるのか。

（教育施設課長）
①国が示している基準を参考に、機器の能力
を決定している。

令和７年９月議会（決算常任委員会全体会）の質問質疑に対する答弁要旨
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荻須　智之
（政友クラブ）

○学びの一体化推進事業について
①大矢知地区は人口が増えているが、地区
に中学校がない状況である。小中一貫校は
いつやるのか。

②市内で人数が増えているところも減ってい
るところも把握していると思うが、なぜ何もし
ないのか。

（教育長）
①小中一貫教育の推進については、当初は
モデル校指定という考え方もあったが、現在
は全校区へ展開している。地域によって学校
の数や規模も異なり、地域に合ったかたちで
小中のつなぎを検討していきたい。

②学校の適正配置の考え方において、朝明
中学校については、現在の生徒数は適性範
囲内にあり、その他の学校も分離新設をする
考えはない。その地域に応じた学校数や学校
規模のあり方を検討していきたい。

石川　善己
（新風創志会）

○部活動サポート事業について
①文化部と運動部を切り分けた趣向の議論
はなかったか。

②文化系（吹奏楽）の地域指導者の確保は難
しいと捉えるが、指導者確保について教育委
員会の見解を聞きたい。

③昨年度末から、今年度５月頃にかけて、部
活動地域移行について、教育委員会から何
の説明もなく不安であるという保護者の意見
を聞いた。その辺りの事実関係はどうか。

（分科会長）
①概ね、スポーツの方が話題の中心で、切り
分けるという状況にはなかった。

（教育監）
②運動部に比べ、文化部（吹奏楽）の指導者
確保は難しい。現在指導をしている教員や教
員ＯＢ、市内の楽団等に向けて広く声をかけ
ている状況。

③昨年度の時点で、保護者に令和８年度地
域展開完全実施をすることは伝えており、保
護者が不安を抱いていることは承知している
ところであり、各中学校における入学説明会
において、教育委員会が出した資料をもとに
統一した説明を行った。今年度は、９月に具
体的な説明やQ＆Ａを全ての保護者にメール
配信した状況である。

笹井　絹代
（政友クラブ）

〇メディア・リテラシー養成を通じた人権教育
推進事業について
①出前授業は、小学校３年生と中学校２年生
のみで、他の学年ではやっていないのか。

（教育監）
①本事業では、その２学年であるが、それ以
外に青少年育成室など様々な機関のメ
ニューを使い、メディア・リテラシーや情報モラ
ルについては、全ての学年で取り組んでい
る。
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中川　雅晶
（公明党）

①寄附者からはダンスの授業に活用してほし
いとの意向があったのか。

②スピーカーとワイヤレスイヤホンは何セット
買うのか。

（教育推進課長）
①寄附者の意向は、体力向上のために活用
してほしいとのことであった。

②59校に１セットずつ購入する。

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

①１セット当たりの価格はおおよそどのくらい
か。

②スピーカーはダンスだけでなく、他の用途
にも使えるのか。

（教育推進課長）
①１セット当たり約10万円前後となる見込み
である。

②学校の様々な活動にも活用できると考えて
いる。

上　麻里
（政友クラブ）

①故障したときはどうするのか。

②必要な修理を行い、寄附でいただいた用具
を大切に使って欲しい。（意見）

（教育推進課長）
①買い取りの機器であるため、保証期間内は
メーカーや代理店で修理し、保証期間を超え
た場合は学校の予算内で修理することにな
る。

中川　雅晶
（公明党）

①寄付をいただいた方への配慮はあるのか。
（教育推進課長）
①マスコミにも入っていただき、寄贈式を行い
たいと考えている。学校にも伝えて、大切に
使っていきたい。

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

①寄附者に対して感謝を伝える意味でも、寄
附されたものによる成果を寄附者に伝えるべ
きではないか。

（教育推進課長）
①寄贈時には寄贈式を行い、記者発表をして
広報活動を行う予定である。寄附者には、活
用状況と成果を報告をするとともに、ホーム
ページなどで活用の様子を紹介し、広くＰＲし
ていきたい。

上　麻里
（政友クラブ）

①ケントモリ氏が本市のダンスプログラムに
関わっていることについて市民に周知してい
るのか。

②このダンスプログラムは運動会などで披露
される機会があるのか。

（教育推進課長）
①授業の様子はホームページで周知してお
り、９月30日にケントモリ氏が学校を訪問する
際には、記者発表もする予定である。

②現在、三重小学校を拠点校として取り組ん
でおり、運動会での実施も予定している。指
導動画を全校に広げた後、各校で活用してい
く。

令和７年９月議会（予算常任委員会教育民生分科会）の質問質疑に対する答弁要旨

◎補正予算（新教育プログラム推進事業費（体力・運動能力向上））
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（予算常任委員会教育民生分科会）の質問質疑に対する答弁要旨

◎補正予算（新教育プログラム推進事業費（体力・運動能力向上））

山田　知美
（新風創志会）

①９月30日の三重小学校のダンスの授業
は、一般の方も参加できるのか。

（教育推進課長）
①基本的には授業であり、保護者の方が見
に来れば公開するが、一般の方が大勢来校
するのはセキュリティ上難しい。

竹野　兼主
（フューチャー

四日市）

①寄付をこのようなかたちでいただきましたと
いうことだけでなく、寄付していただいてどの
ような成果があったのかをいうことを改めて寄
付者に伝える必要があるのではないか。

（教育推進課長）
①感謝状を渡して感謝を伝えたい。また、体
力や健康の増進について効果をあげて報告
していきたい。
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質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

山田　知美
（新風創志会）

①寄附は教育委員会と図書館とで検討して
学校へとなったのか。

②司書が選書しているのか。

（学校教育課長）
①寄附者から、学校への寄附としていただい
ている。

②司書だけでなく、児童生徒の意見も取り入
れている。

中川　雅晶
（公明党）

①寄附者からの寄贈された本として、子ども
や保護者に周知する配慮はしているのか。

（学校教育課長）
①寄贈された本を紹介する図書コーナーを設
け、児童生徒、保護者にわかりやすく伝えて
いる。また、学校だよりでも周知している。

日置　記平
（政友クラブ）

①この寄附者は毎年寄附していただいている
のか。

（学校教育課長）
①ここ近年は毎年に近い形で寄附していただ
いている。

令和７年９月議会（予算常任委員会教育民生分科会）の質問質疑に対する答弁要旨

◎補正予算（学校図書館図書整備事業費（小・中））

31/84



質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

太田　紀子
（共産党）

○新教育プログラム推進事業費（体力・運動
能力向上）
①スピーカー等が学校の予算内で修理でき
なかったときはどうするのか。この先を考える
と、有用なものなら市で予算をつけて修理す
るべきではないか。

（教育監）
①有用なものと考えており、故障した際、ある
いは廃棄しなければならなくなった際には、学
校及び教育委員会の予算で対応したい。各
校の教育活動に支障がでないようにしたい。

小田　あけみ
（フューチャー

四日市）

①なぜ、三重小学校が選ばれたのか。
（教育監）
①三重小学校は体力向上推進校である。そ
れ以外の学校にも本プログラムを広げてい
く。

伊藤　嗣也
（政友クラブ）

①ケントモリ氏が、子どもではなく、まずは先
生に指導するべきではないか。動画教材より
も生の方が良いのではないか。

②ダンスの種類は何か。

③ケントモリ氏を選んだ根拠は何か。

④しっかりとした根拠で選んでほしい。残念で
ある。（意見）

（教育推進課長）
①同じ空間で指導する方が理想だが、ケント
モリ氏はアメリカなどにも行かれる方で、拠点
校以外にも生で指導するのは難しいところも
ある。動画教材を活用していく。

②ケントモリ氏は、マドンナやマイケルジャク
ソンに関わってきた方。現代のダンスの振り
付けをされる。練習の仕方も含めて指導動画
として、各校で使いやすいものにしていく。

③学習指導要領における表現運動領域には
リズムダンスの内容も含まれており、ケントモ
リ氏のプログラムはこれにも合うのではない
かと考えている。

令和７年９月議会（予算常任委員会全体会）の質問質疑に対する答弁要旨
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◎いじめ・不登校の状況報告について

質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

中川　雅晶
（公明党）

①人権擁護委員、スクールロイヤーなどを招
いてのいじめ予防授業をしている学校がある
が全校ではないのか。

②いじめ防止対策委員会は常設ではないの
か。

(育ち支援課長)
①道徳や、人権フォーラム、STANDBYのいじ
め予防授業などの取り組みを全校で実施して
おり、人権擁護委員やSLによるいじめ予防授
業はプラスアルファの取り組みとして行ってい
る。

②多くの学校で定期的に実施している生徒指
導委員会の中で、いじめ防止対策委員会も
実施している。また、事案によって臨時で集
まって開催することもある。

山田　知美
（新風創志会）

①いじめリスクアセスメントを令和６年度から
デジタル化したというのはどういうことか。

②記名式か。

③どれぐらいの頻度か。

④こころの天気については毎日行うのか。担
任とのやりとりはできるのか。

(育ち支援課長)
①紙ベースで行っていたものをデジタル化し
た。リスクが可視化できスピード感をもって対
応できている。

(教育監)
②それぞれのタブレットから回答し、個人の特
定はできる。

(育ち支援課長)
③最低限年２回は行っているが、学校によっ
ては、毎月の学校もある。

④基本的に毎日行う。担任とのやりとりは可
能。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

①いじめリーフレットについて、保護者からは
どのような反応があるか。保護者への啓発は
これ以外にどのような取り組みがあるか。

（育ち支援課生徒指導GL）
①保護者から肯定的な意見は聞いている
が、アンケートなどは実施していない。リーフ
レットを活用した講演会等への参加など、各
校が工夫して取り組んでいる。また、子どもが
家で保護者に話すような場合もある。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

①チーム学校での専門家や、警察など他機
関との連携は事例があったときに行っている
ものか、定期的に行っているものか。

(育ち支援課長)
①SC、SSWは各校に配置している。SLは随
時。警察や児相などの関係機関には、教委
が月１回程度連絡を取り合っていることの他
に、事案があったときに各校や教委が相談に
いっている。また、各校でケース会議を開催し
て、関係機関と連携を図っている。

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

①「保護者の過度な介入」について、件数は
増えているのか。チーム学校のSL以外に、庁
内の資格者も活用しているのか。

(育ち支援課長)
①子ども同士の問題が親同士の問題に発展
したり、相手の親からの謝罪を要求したりと、
保護者が過度に介入する事案は増えてい
る。SL以外に、顧問弁護士、法務専門監も活
用しており、昨年度合計で51件の法的相談を
行った。

令和７年９月議会（教育民生常任委員会　報告）の質問質疑に対する答弁要旨

33/84



◎いじめ・不登校の状況報告について

質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

令和７年９月議会（教育民生常任委員会　報告）の質問質疑に対する答弁要旨

上　麻里
（政友クラブ）

①小学校から中学校にいくと、いじめ認知件
数が減っているのはなぜか。

(育ち支援課長)
①そもそも小中で母数の子どもの数が違う。
小学校は６年間、中学校は３年間である。

中川　雅晶
（公明党）

①「いじめ予防の取り組み」と同時に、「人とど
う関わっていくか」ということが大切だと考えて
いる。いじめ予防のために両輪の取り組みを
期待する。（意見）

山田　知美
（新風創志会）

①カタリバroom-Kで行っているオンライン支
援は、今後も継続する予定か。

②ある保護者から、市長のブログを見て「市
がやっているカタリバのオンライン支援を活用
したいが、どうやったら利用できるか」との相
談があった。カタリバのオンライン支援は、希
望すれば誰でも入れるのか。

（登校サポートセンター所長）
①今年度はトライアル実施で、現在、若干名
の子どもが参加しており、順調に繋がってい
る。現在繋がっている子ども・保護者が居るこ
とや、一定のニーズがあることから、来年度
以降もカタリバroom-Kを継続し、安心できる
学びの場を提供できるよう、予算要望してい
く。

②本市では子どもの状況に合わせて支援策
を講じている。オンライン支援は外出が難しい
子どもの層への支援策である。希望があれ
ば、まずは学校へ言っていただき、学校の登
校サポート委員会にて検討し、必要であれ
ば、学校が市教委へ申請する流れとなってい
る。

上　麻里
（政友クラブ）

①子どもたちにとって、フリースクールは必要
だと思うが、フリースクールで何を学ぶかが重
要である。フリースクールが子どもにとっても
保護者にとっても安心なものになるよう、市と
してはどのような方向性を見出していくのか。

（登校サポートセンター所長）
①子どもがフリースクール等で、どのような学
びをし、どのような活動をしているかを学校が
知り、連携を進めていくことが大事である。昨
年度、フリースクール等との連絡会が設置さ
れたことで、学校とフリースクール等との垣根
が低くなり、連携しやすい関係性が作られつ
つある。

田中　徹
（市民目線の会）

①フリースクールと学校との垣根が低くなって
きたとのことだが、学校でフリースクールを受
け入れているか。

（登校サポートセンター所長）
①受け入れ始めたところである。フリースクー
ルに通う子どもは若干名であるため、通う子
どもが居る居ないで、学校の意識は異なると
思われる。今後、啓発していく。

中川　雅晶
（公明党）

①不登校の対策について、初めて質問をさせ
てもらったころと比べると、カタリバのオンライ
ン支援や保護者会、フリースクール等との連
絡会など、支援策等の取組が各段に進んで
いると思う。
フリースクールについては、そこに通う「子ど
もの安全」「学校との連携」を図ることが重要
であり、それに協力してもらえるかが認証の
最低限だと思う。助成については、三重県と
の整理をして考える必要があると思う。
保護者支援も市が保護者会を開く等、以前と
比べると取組が進んでいると思う。不登校の
場合、保護者の不安が子どもを追い詰めてし
まうこともあるため、子どもも保護者も相互に
安定する体制づくりをお願いしたい。（意見）
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◎四日市市休日の中学校部活動地域展開について

質問議員(会派) 質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

笹岡　秀太郎
（政友クラブ）

①みんなのブカツ推進室の人員は何名か。

②この人員で対応できるのか。

（みんなのブカツ推進室長）
①室長、指導主事１名、事務職員１名、会計
年度任用職員１名の計４名で、部活動地域展
開における各団体との打合せ、運営管理、事
務業務、部活動指導員・協力員の任用、管
理、事務業務に加え、令和８年度以降の休日
学校部活動地域展開の完全実施に向けた事
業拡大の具体的な方策を立てている。

②令和８年度からの完全実施では、地域クラ
ブ数が大幅に増えるため、運営事務量も増え
ることとなる。現状の４人では、非常に苦しい
状況である。令和８年度は、人員を増やすよ
う予算計上し、事業拡大に向け体制を整えて
いく。

令和７年９月議会（教育民生常任委員会　報告）の質問質疑に対する答弁要旨

35/84



請願内容
要旨

質問議員
（会派）

山田　知美
（新風創志会）

①10年前と比較すると貧困率は下がっている
が、現在の貧困率と厳しい現状との数値のず
れについてどう考えるか。

②貧困の連鎖を断ち切るための支援とある
が、具体的な策はあるのか。

（請願者）
①数値は下がっているが家庭状況は複雑化、多
様化しており子どもを取り巻く環境は年々厳しく
なっている。

②ひとり親家庭に限らず、学校以外の相談窓口
の常設化でる。特に増加している外国籍者向け
のオンラインを含む多言語相談窓口を増やすこと
が必要。また、塾に通えない子どものための放課
後や休日における学習支援も必要である。

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

①物価高もあり子ども食堂やフードパントリー
も増えてきた。自ら情報を入手できない家庭
等はどうしたらよいか。
利用したいのに行けない方の対応はどうか。

（請願者）
①周知については行政側がするべきであり、多
言語対応が効果的である。また、実際の利用者
の意見や声の活用も有効である。
行くことができない家庭の把握については学校で
様子をみていく。傾聴しながら具体的な対応は可
能である。

①修学支援、就学援助の拡充とは具体的にど
の部分を指しているのか。

（請願者）
①高等学校では一人一台端末の負担である。小
中学校では制服代や修学旅行費等の隠れ教育
費への支援が必要である。

②修学旅行費は就学援助制度でカバーされ
ているが、隠れ教育費として負担しないといけ
ない費用はあるのか。

③物価高に対応していかなければならない部
分があることを理解した。

（学校教育課長）
②就学援助制度で対応しているが、物価高で旅
行費用は上昇していることもあるため今後も引き
続き注視していく必要がある。

令和７年９月議会（請願）の質問質疑に対する答弁要旨

答弁者及び答弁要旨質問・質疑等要旨

◎請願第２号　子供の貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の
　　　　　　　　　 拡充を求める請願

子どもの貧困率はおよそ９人に１人となり物価高が収まらず実質賃金低下の影響によりひ
とり親家庭の子どもを取り巻く環境は厳しい。貧困の連鎖を断ち切るための教育に関わる
公的支援は極めて重要であり相談体制を充実させる取組を含め、就学・修学保障制度の
さらなる拡充が必要である。高等学校等就学支援金制度では履修単位数によって授業料
を定めている場合の支給上限の設定など改善すべき課題があり、専攻科生徒の国庫負担
割合の引き上げについて国の責任において進めていくことが求められる。全ての子ども達
の学ぶ機会を保障するため貧困対策の推進と就学・修学保障制度が拡充するよう国の関
係機関へ意見書の提出を求める。

中川　雅晶
（公明党）

36/84



質問議員
（会派）

答弁者及び答弁要旨質問・質疑等要旨

上　麻里
（政友クラブ）

①多文化共生について笹川地区では場所が
ない等課題があるが今後市としてどう対応し
ていくのか。また、県の学習支援制度を利用し
ている子どもは充実しているのか。市民生活
部と連携する中で課題等あれば聞かせてほし
い。

（教育推進課長）
①日本語指導が必要な子どもは増えてきており
適応指導員が対応している。学校生活において
困り感が少なくなるように支援をしている。

山田　知美
（新風創志会）

①市の相談窓口はSTANDBYアプリしかなく、
請願主旨の学校外の相談窓口の拡充とずれ
が生じているがどうか。

（育ち支援課長）
①STANDBYアプリについては多くの児童生徒に
利用されている。それ以外にもいじめ体罰相談電
話、特別支援や不登校の相談窓口もあり、夏休
み前にはそれらの相談窓口を周知している。ま
た、学校にはSSWが在籍し必要に応じて関係機
関へつなぐことも行っている。

①子どもの貧困対策の中で、学びの保障とし
て経済的な就学支援を受けている義務教育
の子どもの比率はどのくらいか。

②小学校と中学校の比率の違いは何か。

（学校教育課長）
①就学援助率で言うと令和６年度の認定者数は
全児童生徒数に対して、小学校10.25％、中学校
12.55％となっている。

②児童生徒数の違い、学年の違いによるもので
はないかと考えられる。また、中学校では制服代
の費用が発生することも考えられる。

③教育現場において義務教育にかかる家庭
の支出はあるのか。

④公的支援の中でもないのか。

（教育推進課長）
③例として教科書は無償であるがそれ以外に紙
のドリル等の教材費を集金として保護者に負担
いただいている。また、部活動での用品等も家庭
に負担いただいている。

（学校教育課長）
④就学援助費の費用に学用品費があり、オンラ
イン学習にかかる通信費用も含んだものである。
新入学児童生徒に対する学用品費もある。また、
校外活動費として修学旅行等の支給も行ってい
る。

◎採択とする

日置　記平
（政友クラブ）
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請願内容
要旨

質問議員
（会派）

山田　知美
（新風創志会）

①子どもを取り巻く状況は多様化し教職員だ
けえは対応しきれない部分があると思うがどう
考えているか。

②外国籍児童生徒やいじめ、不登校等増えて
おり適応指導員のおかげと認識している。SC
等学校外の専門家の力で成り立っていると感
じるため教職員の拡充だけでなく専門の人材
も増やすべきではないか。

（請願者）
①SCやSSWを活用し連携を取りながら家庭とも
つながっていくということを大切にしている。

②チーム学校として全員で見守ることは大切であ
るが、子どもは担任や学年で見守っている先生
だからこそ話せる部分があるため近くで寄り添い
ながら見守ることのできる教職員の拡充が必要
である。

中川　雅晶
（公明党）

①教員の定数や配置基準等課題であるが、
教員自体が不足している状況の中で、教員の
なり手不足が解消しないと解決しないのでは
ないか。なり手不足解消のために何が一番重
要と考えるのか。

②教員を目指す人が減っている。現場の環境
や負荷等が歯止めをかけているのでは。当市
も教員以外の職員配置やICTを活用した取り
組みをしているがなり手不足の解消には至っ
ていない。行政による学校支援体制の構築に
より学校や担任の負担を減らすことができる。
どのような学校現場を作っていくのかが重要
であり、なり手不足解消の本丸であると考え
る。（意見）

（請願者）
①教員の立場からであると子ども達とかかわるこ
との楽しさ、仕事の面白さを発信し、学校内だけ
でなく地域と繋がりながら地域に知ってもらい広
がっていけばと考える。

上　麻里
（政友クラブ）

①教員の満足度の部分で待遇についての声
で一番大きいものは何か。

②教員にも家庭があり、生活や人生を大切に
していくこともこの請願の中に含まれていると
受け止めた。

（請願者）
①今回の給特法の改正により改善しつつあるが
給与についてである。また、育児短時間勤務や
部分休業取得の柔軟な運用についてである。

令和７年９月議会（請願）の質問質疑に対する答弁要旨
◎請願第３号　教職員の欠員を速やかに解消する施策の実行および教職員
　　　　　　　　　 定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める請願

全国的に教職員不足の問題が深刻化している。現場配置は不十分であり、教職員が心身
ともにゆとりをもって子どもと向きあい教育活動を実施することは豊かな学びの保障につな
がる。安全・安心に学べる学校にするためにも欠員を速やかに解消する施策の実行とすべ
ての校種の新たな教職員定数改善計画の策定と実施が望まれる。教育の公財政支出は
世界でも低い水準であり私費負担割合が高い状態である。物価高騰による保護者の負担
増もある中、教育予算の拡充により教育条件整備を進めることが教育課題の解決へとつ
ながり、子ども達一人一人の豊かな学びを保障することになると考える。そのために教職
員の欠員を速やかに解消する施策の実行及び教職員定数改善計画の策定・実施と教育
予算の拡充を行うよう国の関係機関に意見書の提出を求める。

質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨
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質問議員
（会派）

質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

伊世　利子
（フューチャー

四日市）

①教職員定数改善計画について現状はどう
か。

（学校教育課長）
①教職員定数は国の法律で決まっているため、
市独自に教員を採用することはできず、県の採
用によりそれぞれ配置される。学校に実際に必
要な教員の数である教職員定数は学級数によっ
て決まる。現在35人学級が進んでいる中で学校
に必要な教員の数は増えている状況である。こ
れに加えて教育課題に応じた県からの加配措置
もとられ教員の数は決まる。

田中　徹
（市民目線の

会）

①記載に安全・安心に学べるために教員の数
が必要とあるが、学校の安全管理の問題にお
いて、教員の不祥事のリスク管理が必要では
ないか。考えを伺いたい。

（教育長）
①教員による盗撮等の問題については県からも
ルールや指示がきているが、当市においては県
の指示がある前に全校の施設内の安全点検、撮
影ルール設定等教育委員会と学校とがしっかり
連携しコンプライアンスの徹底を図っている。

◎採択とする
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請願内容
要旨

質問議員
（会派）

質疑なし

◎採択とする

令和７年９月議会（請願）の質問質疑に対する答弁要旨

◎請願第４号　防災対策の充実を求める請願

国による津波対策のための不適格改築事業の補助要件である津波防災地域づくりに関す
る法律に基づく津波防災推進計画の策定は全国的に進んでおらず、支援制度の活用が難
しいため、補助要件の緩和、補助対象の拡大等が求められている。また、災害発生時の性
やプライバシーに関する課題への対応をはじめ、改善すべき課題は山積している。国の責
任において、被災者が安心して避難できるよう備えるべきであり、過去の災害に学び、最
善の備えを整えていくという考えの下、子どもたちの安全安心の確保のためにも、巨大地
震等の災害を想定した防災対策の充実を求める意見書の提出を求める。

質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨
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請願内容
要旨

質問議員
（会派）

質疑なし

◎採択とする

令和７年９月議会（請願）の質問質疑に対する答弁要旨

◎請願第５号　義務教育費国庫負担制度の充実を求める請願

義務教育費国庫負担制度は、憲法の要請に基づく義務教育の根幹である「無償制」「教育
の機会均等」を保障し、「教育水準の維持向上」を図るため、国が責任を持って必要な財源
を措置するとの趣旨で確立された制度である。義務教育の基盤をつくるためには、教職員
の確保、適正配置、資質向上及び教育環境整備等諸条件の水準を保障すべきであり、教
育現場のＩＣＴ化の環境整備においても、自治体間の差を生じさせないようにする必要があ
ることから、未来を担う子供たちの「豊かな学び」のため、義務教育費国庫負担制度のさら
なる充実について意見書の提出を求める。

質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨
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※  平成２９年度から、文部科学省の結果提供（平均正答率）は、本市と三重県は整数値、全国は小数値となっています。 

※ 数値は平均正答率。中学校理科は、IRT スコアで示されています。 

小学校 国語 算数 理科 

令和３年度 

本市 65 70 

 三重県 64 69 

全国（公立） 64.7 70.2 

令和４年度 

本市 66 63 65 

三重県 65 62 63 

全国（公立） 65.6 63.2 63.3 

令和５年度 

本市 67 61 

 三重県 67 62 

全国（公立） 67.2 62.5 

令和６年度 

本市 67 62 

 三重県 67 62 

全国（公立） 67.7 63.4 

令和７年度 

本市 66 55 56 

三重県 66 57 56 

全国（公立） 66.8 58.0 57.1 

 

中学校 国語 数学 理科 
英語 

聞く 読む 書く 話す 

令和３年度 

本市 65 59 
  

三重県 63 58 

全国（公立） 64.6 57.2 

令和４年度 

本市 69 52 49   

三重県 68 52 48 

全国（公立） 69.0 51.4 49.3 

令和５年度 

本市 71 53 
 

47   

  

  

三重県 69 51 45 

全国（公立） 69.8 51.0 45.6 

令和６年度 

本市 57 54   

三重県 57 53 

全国（公立） 58.1 52.5 

令和７年度 

本市 54 49 500  

三重県 53 47 498 

全国（公立） 54.3 48.3 503 

 

 

１ 全国学力・学習状況調査結果の５年間の推移（R３～） 

※ 理科の IRT とは、 国際的な学力調査（PISA、TIMSS など）や英語資格・検定試験（TOEIC・TOEFL など）で採用され

ているテスト理論です。この理論を使うと、異なる問題から構成される試験・調査の結果を、同じものさし（尺度）

で比較できます。IRT スコアは IRT に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500 を基準にした得点

で表すものです。 
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R7 四日市市 全国 

平均正答率 66 66.8 

中央値 10.0 10.0 

標準偏差 3.2 3.0 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

２ 教科別分析 （小学校 国語） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 （１）正答数分布 

小学校国語の平均正答率は６６％で全国を下回る結果でした。 

全国と比べると結果の散らばりがみられます。そのため、学力層についても A 層、D層の割合が高い
傾向が見られます。 

また、領域別においては、話すこと・聞くことの正答率が上がり、読むことの正答率が低くなってい

ます。 

全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

話すこと・聞くこと 99.1 97.0 102.3 98.0 101.7
書くこと 94.1 92.6 91.8 100.7 99.3
読むこと 94.7 98.8 98.9 100.8 96.3

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 
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全国比－２.4 ポイント 

（５） 調査問題の結果から課題が見られた問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

正答率 

全国 51.3 

四日市市 48.9 
大問３二（２） 

事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章

全体の構成を捉えて要旨を把握することができるかどう

かをみる問題 

大問３三（２） 
目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして 

必要な情報を見付けることができるかどうかをみる問題 

正答率 

全国 56.3 

四日市市 51.1 

【誤答例】 
納得した理由
を複数の資料
から取り上げ
て書けず、条
件②を満たせ
ない。 

【文章と図表を合わせて読む】 

複数の資料を結び付け、それぞれの
関係を考えるためには、資料や語句を
丸で囲んだり、線でつないだりするこ

とで、視覚的に捉えながら読むことが
効果的です。 
（読解力を育む「２０の観点」④図や

表と合わせて読む） 

【要旨の把握】 
要旨を把握するために

は、文章の各部分だけを取

り上げるのではなく、文章
全体の構成を捉えることが
重要です。書き手がどのよ

うな事実を理由や事例とし
て挙げているかを書き出
し、書き手の考えを自分の

言葉で短くまとめるなどし
て、内容の中心となる事柄
などを捉えることが効果的

です。（読解力を育む「２
０の観点」⑰要旨） 

【誤答例】 
【資料３】を読み、「とて
も」という言葉の変化につ
いて、「時代とともにもの
の使い方が変わる」と捉え
たり、「世代によるものの
呼び方のちがい」と捉えた
りしている。 

全国比－5.2 ポイント 
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全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

数と式 99.4 100.6 97.5 96.4 95.8
図形 93.3 100.8 94.6 98.2 92.2
測定 99.2 － － － 92.7
関数 99.5 100.8 98.2 95.2 93.6

データの活用 100.9 100.0 98.9 98.9 96.0

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

R7 四日市市 全国 

平均正答率 55 58.0 

中央値 9.0 10.0 

標準偏差 4.0 4.0 

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 

２ 教科別分析 （小学校 算数） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 （１）正答数分布 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

 小学校算数の平均正答率は５５％で全国を下回る結果でした。 

学力層の結果からは C 層、D 層の割合が高くなっていることから、全体的に学力が低下しています。 

また、領域別においては、特に図形分野の正答率が顕著に低くなっています。 
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全国比－３．８ポイント 

全国比－8.9 ポイント 

（５） 調査問題の結果から課題が見られた問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数

と被加数が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用

いて記述できるかどうかをみる問題。 
大問３（２） 

正答率 

全国 23.0 

四日市市 19.2 

問題 台形の意味や性質について理解しているかどうかをみる

問題 大問２（２） 

正答率 

全国 50.2 

四日市市 41.3 

【通分の意味を理解し活用する】 

「通分で計算できること」とともに、「通分
での計算が分かること」の理解が重要となりま
す。共通する単位分数に着目し、加数と被加数

がそれぞれいくつ分であるかを考えることで、
整数での計算が可能となることを説明する学習
活動が大切になります。 

【「形」から「図形」へ概念を理解する】 
台形の意味や性質を理解しているかを問う問

題です。台形というと「１」の形を台形と捉え
る児童が多いですが、形を暗記するのではな
く、台形という図形の概念を理解する必要があ
ります。そのためには、どうしてその形が台形
となるのかということを子どもたちが説明する
学習活動が大切になります。 

【誤答例】 
選択肢５のような、上下に
向かい合った一組の辺が平
行であるが、上の辺の長さ
が下の辺の長さよりも長
く、直角のある四角形を台
形ととらえることができ
ず、選べない。 

【誤答例】 

通分について記述しているが、共通する単位分数

が  であることと、 と  がそれぞれ共通す

る単位分数の幾つ分かは記述できていない。 

12 
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R7 四日市市 全国 

平均正答率 56 57.1 

中央値 10.0 10.0 

標準偏差 4.0 3.8 

２ 教科別分析 （小学校 理科） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 

（１）正答数分布 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

 小学校理科の平均正答率は５６％で全国を 1.1 ポイント下回る結果でした。 

全国と比べると結果の散らばりがみられ、学力層の D 層の割合が高くなっています。 

また、領域別においては粒子の正答率が大きく下がっています。 

全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

エネルギー － 100.8 － － 98.1
粒子 － 104.6 － － 96.3
生命 － 101.1 － － 99.2
地球 － 100.0 － － 96.6
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全国比－1.8 ポイント 

全国比－4.3 ポイント 

（５）  調査問題の結果から課題が見られた問題 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

正答率 

全国 57.5 

四日市市 53.2 

大問４（２） 

エ・オ 

水の結露について、温度によって水の状態が変化するという

知識を基に、概念的に理解しているかどうかをみる問題 

大問２（１） 

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付け

られる物があることの知識が身に付いているかどうかを

みる問題 

正答率 

全国 10.6 

四日市市 8.8 

【実験等を通じた知識の習得】 
図や説明から回路の状況を把握し、アルミニウ

ム・鉄・銅の性質を理解しているかが問われる問
題です。 

身の回りの金属について、単純に知識として覚
えるのではなく、実験などを通じて磁石にひきつ
けられるか、電気を通すかを思考錯誤する中で、
知識として身につけていくことが必要です。 

【水の状態変化の概念的理解】 
習得した個別の知識を概念的に

理解するためには、学習内容を他

の学習や生活と関連付けることが
大切です。加熱をしなくても水が 
蒸発する場面を生活の中から探し

たり、低い温度で水が蒸発する場
面と沸騰で蒸発する場面との違い
や共通点を整理したりすること、

寒い日の窓に結露が生じる原因を
考えることなどを通して、水の状
態変化について概念的に理解する

ことが必要です。 

【誤答例】 
アルミニウム、鉄、銅
のいずれかに、選択肢
３または４と回答して
いる。 

鉄 

アルミニウム 

銅 

【誤答例】 
水蒸気が氷と水の入ったコップの
表面で冷やされることは理解でき
ているが、冷やされた結果、どの
ように状態変化するかについて答
えられない。 
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R7 四日市市 全国 

平均正答率 54 54.3 

中央値 8.0 8.0 

標準偏差 2.8 2.7 

２ 教科別分析 （中学校 国語） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 

（１）正答数分布 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

 中学校国語の平均正答率は５４％で全国と同等の結果でした。 

標準偏差が全国と比べると０.１高いことから、やや結果の散らばりがみられました。学力層につ

いても A 層、D層の割合がやや高く、学力層の２極化傾向が見られます。 

領域別においてはすべての正答率が上がっています。 

全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

話すこと・聞くこと 99.0 99.7 101.9 96.9 98.5
書くこと 100.0 98.1 101.4 96.9 101.1
読むこと 98.4 100.3 104.1 95.4 98.1
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全国比－1.4 ポイント 

全国比－0.4 ポイント 

（５） 調査問題の結果から課題が見られた問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

問題 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えること

ができるかどうかをみる問題 大問３四 

正答率 

全国 17.1 

四日市市 16.7 

正答率 

全国 38.1 

四日市市 36.7 

問題 資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わる

ように表現を工夫することができるかどうかをみる問題 大問２一 

【誤答例】 
解答１の選択 
村田さんのスピーチの内容を要約し
たものがスライド①に示されている
と誤って捉えてしまった。また、村
田さんが、意見とそれを支える根拠
が聞き手の印象に残るように話して
いると誤って捉えてしまった。 

【表現の工夫】 
相手に伝えたい内容を適

切に伝えるためには、目的

や状況、相手に応じて、話
す内容を考え、聞き手の理
解をより深められるように

することが大切です。どの
ような資料や機器を、どの
ように用いればより相手に

伝わるか、話し方を工夫す
る力をつけることが必要に
なります。（読解力を育む

「２０の観点」⑫表現の効
果） 

【表現の効果・意見と根拠】 
表現の効果については、表現

が、文章の内容を伝えたり印象
付けたりする上で、どのように
働いているかを考えることが重

要です。その際、自分の考えを
支える根拠となる段落や部分を
挙げるなどして、根拠を明確に

することが大切になります。
（読解力を育む「２０の観点」
⑦意見と根拠） 

話の補足内容

を入れている 

【誤答例】 
文章の展開の効果について
書くことはできているが、
理由を書く際、物語の内容
を取り上げているものの、
本問で着目している展開を
踏まえて書くことができて
いない。 
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全国値：１００
領域 R3 R4 R5 R6 R7

数と式 100.9 101.2 103.7 101.0 97.5
図形 104.7 101.6 103.0 101.5 106.0
関数 103.5 103.9 104.9 100.7 101.0

データの活用 101.9 102.3 106.2 105.0 98.5

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

R7 四日市市 全国 

平均正答率 49 48.3 

中央値 7.0 7.0 

標準偏差 4.3 4.2 

２ 教科別分析 （中学校 数学） 

（２）全国値を１００としたときの本市正答率の推移 

（４） 学習指導要領の領域別正答率推移 

（１）正答数分布 

（３） 本市の学力層（四分位）の結果 

 中学校数学の平均正答率は４９％で全国を上回る結果でした。 

学力層については全国とほぼ同等になっています。 

領域別においては数と式、データの活用の正答率が下がり、図形と関数の正答率が上がりました。 
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全国比－2.8 ポイント 

（５） 調査問題の結果から課題が見られた問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

問題 
相対度数の意味を理解しているかどうかをみる問題 

大問５ 

正答率 

全国 42.5 

四日市市 39.7 

正答率 

全国 31.8 

四日市市 27.3 

力をつけることが

必要な問題 素数の意味を理解しているかどうかをみる問題 

大問１ 

全国比－4.5 ポイント 

【誤答例】 
「１」を選択する生徒が全体の５２％
程度おり、「１」は素数に含まれると
捉えている。 

【具体的な活用場面を通じた知識の習得】 
素数について理解することは、算数で学

んだ「約数」、「倍数」などの整数の性質
を捉え直す際や、数学での「平方根」など
の学習場面に必要です。 

「１より大きい自然数の中で１とその数
以外に約数をもたないもの」が素数である
ことを、具体的な数を用いながら理解する

ことが必要です。 

【「相対度数」等の用語の意味と必要性の理解】 
データを考察するときには、度数分布表やヒス

トグラムなどを用いて、データの特徴や分布の傾

向を読み取ります。 
相対度数については、単純に用語として覚える

のではなく、「異なる資料の比較ができること」

や「資料の全体像を把握しやすいこと」など、そ
の必要性と意味を理解しながら学習することが大
切です。 

【誤答例】 
「10」と解答する生徒がおり、階級の相対
度数と階級の度数を混同している。 
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公 開 問 題 非 公 開 問 題 

全日程に共通する問題 

６ 問 

実施日により異なる問題 

４ 問 

 

１６ 問 

R７ 四日市市 全国 

平均 IRT スコア 500 503 

標準偏差 130.9 124.0 

２ 教科別分析 （中学校 理科） 

（２）IRT スコア分布グラフ（横軸：IRT バンド 縦軸：割合） （１）IRT スコア 

（３）IRTバンド分布比較 

 中学校理科の平均 IRT スコアは５００となっており、基準的な数値となっています

が、全国と比較すると低くなっています。 

IRT スコア分布グラフ及び IRT バンド分布比較を見ると、全国と比較してスコア２の

割合が高いです。 

 本年度の中学校理科は IRT 方式で調査をしています。 

IRT とは国際的な学力調査（PISA、TIMSS など）や英語資格・検定試験（TOEIC・TOEFL など）で

採用されているテスト理論です。この理論を使うと、異なる問題から構成される試験・調査の結果

を、同じものさし（尺度）で比較できます。 

 

調査は、公開問題（１０問）と非公開問題（１６問）を組み合わせて出題され、実施日等により

異なる問題が出題されます。 

 ※ IRT に基づいて各設問の正誤パターン

の状況から学力を推定し、500 を基準に

した得点に表すものです。 

※「IRT バンド」とは

IRT スコアを１～５

段階に区切ったもの

です。３を基準のバ

ンドとし、５が最も

高いバンドとなりま
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全国比－1.3 ポイント 

（４） 調査問題の結果から課題が見られた問題（全日程に共通する問題より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大問１（２） 
身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決

するための課題を設定できるかどうかをみる問題 

正答率 

全国 46.2 

四日市市 40.9 

大問１（３） 

露頭のどの位置から水が染み出るかを観察する場面におい

て、小学校で学習した知識を基に、地層に関する知識及び技

能を関連付けて、地層を構成する粒の大きさとすき間の大き

さに着目して分析して解釈できるかどうかをみる問題 

正答率 

全国 36.2 

四日市市 34.9 

全国比－５．３ポイント 

【自ら課題を設定する】 
ここでは、見いだした問題を解決するため

の課題を設定する力が問われています。この

力をつけるためには、生徒が課題を設定し、
探究したことをまとめ、振り返る学習を行う
ことが大切です。その際に、これまで学習し

た知識を活用し、身近な自然の事物・現象に
ついて多面的、総合的に捉え、思考すること
が必要になります。 

【学習した知識を関連付ける】 
本問では、小学校で学習した知識を基に、地層

に関する知識及び技能を関連付けて、地層を構成
する粒の大きさとすき間の大きさに着目して分析
して解釈することが大切になります。単に知識と

して覚えるだけでなく、実験を通して見いだした
ことと実際の地層とを関係付けて解釈したり、実
験を通して分かったことなどを知識と関連付けて

説明したりするなどの学習活動が大切です。 

【誤答例】 

・「水が通り抜ける」とあるため地層１を通りぬ
けて水が染み出ると考えてしまっている。 
・「すき間が観察されなかった地層３における粒

の大きさと水の染み込み方を正しく解釈すること
と、地層３の観察結果と水が染み出す位置を適切
に関連付けて捉えることができていない。 

正答 

誤答 

誤答 
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３ 四日市市の児童生徒質問紙調査の結果より 

（１）生活習慣・学習習慣 

「朝食を毎日食べていますか」「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」「毎日、

同じくらいの時刻に起きていますか」の質問に対し、「すべて肯定的回答」「すべて

否定的回答」している児童生徒の各教科の平均正答数を算出しました。その結果、

早寝・早起き・朝ごはんを行っている児童生徒の国語・算数・理科の正答率は約 1.3

倍以上高い傾向が見られました。 

【中学校】 

【小学校】 

【正答数（問）】 

【正答数（問）】 

早寝・早起き・朝ごはんの３点セットは学力向上にもつながっている
ことが分かったよ。 
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「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時

間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている

時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」の質問に対する回答の推移をみ

ると、年々、授業以外の学習時間が減っています。 

【中学校】 

【小学校】 

 授業以外にも、自分で勉強を進められるようになることが大切だね。 
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（２）学力層と教科に関する意識の関係 

【小学校】 

教科の「得意」・「好き」と学力は関連しているね。 

（肯定的回答の割合） 

（肯定的回答の割合） 

（肯定的回答の割合） 

16

60/84



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

教科とそれに関連する質問項目を学力層 （A～D層）ごとに比較しています。特

に算数・数学の A層と D層を比較すると、「得意」「好き」と回答している児童生

徒の差が大きくなっています。 

すべての教科において、「役に立つ」の質問項目で A 層と D 層の差が小さい結

果となりました。 

それぞれの教科が「得意」・「好き」になるためには、それぞれ
の教科を学ぶ楽しさを見つけられるといいね。 

（肯定的回答の割合） 

（肯定的回答の割合） 
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※R7 中学校⑤～⑪については、悉皆式ではなくラ
ンダム式による抽出での回答となるため参考値。 

○授業の中で、１週間に３日以上 PC・タブレットなどの ICT 機器を使用している児童生徒の割合。 

○ICT 活用に係る質問に対して肯定的に回答した児童生徒の割合。赤：全国値より低い 青：全国値より高い 

 

 
   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校】 R6 R7 経年比較 

四日市市 58.3  78.5  +20.2 

全国 59.5  71.7  +12.2 

全国との比較 -1.2 +6.8  

【中学校】 R6 R7 経年比較 

四日市市 75.9  83.4  +7.5 

全国 64.4  76.5  +12.1 

全国との比較 +11.5 +6.9  

【中学校】 R6 R7 

①文章を作成することがで
きる 

－ 
84.9 

(83.6) 

②インターネットで情報収集
することができる 

－ 
91.6 

(91.5) 

③図・表・グラフ、思考ツール
などで情報を整理すること
ができる 

－ 
64.0 

(63.3) 

④プレゼンテーションを作成
することができる 

－ 
74.0 

(76.6) 

⑤自分のペースで理解なが
ら学習を進めることができ
る 

82.6 
(80.2) 

78.3 
(78.1) 

⑥分からないことがあった
時に、すぐ調べることができ
る 

94.9 
(93.9) 

94.3 
(93.1) 

⑦楽しみながら学習を進め
ることができる 

81.6 
(82.4) 

83.7 
(85.5) 

⑧画像や動画、音声等により
学習内容がよく分かる 

89.2 
(89.0) 

89.8 
(89.0) 

⑨自分の考えや意見を分か
りやすく伝えることができる 

80.1 
(77.7) 

82.9 
(80.3) 

⑩友だちと考えを共有した
り、比べたりしやすくなる 

87.2 
(86.2) 

86.0 
(84.8) 

⑪友だちと協力しながら学
習を進めることができる 

86.6 
(85.2) 

86.7 
(85.4) 

【小学校】 R6 R7 

①文章を作成することがで
きる 

－ 
83.0 

(81.8) 

②インターネットで情報収集
することができる 

－ 
89.9 

(89.8) 

③図・表・グラフ、思考ツール
などで情報を整理すること
ができる 

－ 
72.4 

(69.3) 

④プレゼンテーションを作成
することができる 

－ 
76.0 

(76.7) 

⑤自分のペースで理解なが
ら学習を進めることができ
る 

84.5 
(85.5) 

79.9 
(81.3) 

⑥分からないことがあった
時に、すぐ調べることができ
る 

91.8 
(92.1) 

89.1 
(89.2) 

⑦楽しみながら学習を進め
ることができる 

83.4 
(86.0) 

83.0 
(85.5) 

⑧画像や動画、音声等によ
り学習内容がよく分かる 

89.4 
(89.8) 

87.9 
(88.1) 

⑨自分の考えや意見を分か
りやすく伝えることができる 

76.7 
(79.2) 

77.5 
(77.6) 

⑩友だちと考えを共有した
り、比べたりしやすくなる 

87.0 
(86.1) 

85.1 
(84.6) 

⑪友だちと協力しながら学
習を進めることができる 

88.5 
(87.1) 

87.9 
(87.5) 

（３）ICT の活用状況  

授業の中での ICT 活用頻度は、令和６年度と比較すると、小中学校ともに上がっ

ています。また、こどもたちの ICT スキルについては、全国と比較すると中学校に

おいておおむね高くなっています。今後も、個別最適な学びにつながる ICT の効果

的な活用を進めていく必要があります。 

みんなの ICT 活用頻度は、どんどん増えているよ。 

  基本的な ICT スキルは身についてきているね。それを使って、相手にわか
りやすく伝えることができるようになりたいね。 
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（４）地域との関わり  

【小学校】 【中学校】 

「地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもら

ったり、一緒に遊んでもらったりすることがありますか（習い事は除く）」の質問に

おいて、四日市市の子どもたちは全国や三重県に比べて肯定的な回答をする割合が

高いです。 

また、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」の質問に対し

ても、四日市市の児童生徒は全国や三重県と比べて肯定的に回答しており、地域社

会に貢献したいという思いにつながっています。 

地域の大人に授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わっ
てもらったり、一緒に遊んでもらったりすると、子どもたちは地域や社会
に貢献してみたいと思うんだね。 

【小学校】 【中学校】 
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赤：全国値より低い 
青：全国値より高い 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）児童生徒のウェルビーイング  

 児童生徒質問紙調査の結果から、四日市市の先生は丁寧に子どもたちに関わって

いることがわかります。 

 多様な子どもたちに対して、状況に応じた対応をすることで、安心できる環境づ

くりを進めることができます。 

子どもたちの安心できる環境を作ることが、ウェルビーイングに
つながるよ。 

ウェルビーイングとは 

◆ 身体的・精神的・社会的に良い状態にあることを言い、短期的な幸福のみならず、生きがいや人

生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。 

◆ 多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、個人や取り巻く場や地域、社会が幸せ

や豊かさを感じられる良い状態であることも含む包括的な概念。 

質問項目（主観的幸福感） 小学校 中学校 

（15）普段の生活の中で、幸せな気持ちになること

はどれくらいありますか。 

小：92.6 

（全国：93.0） 

中：92.6 

（全国：91.6） 

（12）学校に行くのは楽しいと思う 
小：84.7 

（全国：86.5） 

中：89.4 

（全国：86.1） 

 

質問項目 小学校 中学校 

（14）友だち関係に満足している 
小：91.5 

（全国：91.7） 

中：93.0 

（全国：91.4） 

（05）自分には、よいところがあると思う 
小：83.8 

（全国：86.9） 

中：87.8 

（全国：86.2） 

（06）先生は、あなたのよいところを認めてくれて

いると思う 

小：92.3 

（全国：92.2） 

中：94.3 

（全国：92.2） 

（38）先生は、授業やテストで間違えたところや、

理解していないところについて、分かるまで

教えてくれていると思う 

小：88.6 

（全国：87.4） 

中：85.0 

（全国：83.8） 

（10）困りごとや不安がある時に、先生や学校にい

る大人にいつでも相談できる 

小：68.9 

（全国：70.6） 

中：74.5 

（全国：73.2） 
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赤：全国値より低い 
青：全国値より高い 

 
   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）自己肯定感に関わる意識  

家庭や地域と協力し、就学前〜学校教育を通して、子ども
たちの自己肯定感を高めていくことが、子どもたちのより
よい成⻑につながるね。 

自己肯定感を支えるため、四日市市では、「四日市市で育む３つの非認知能力

（自分と向き合う力・自分を高める力・他者とつながる力）」を育成していく取り

組みを進めています。 

質問項目 小学校 中学校 

自分には、よいところがあると思う 
小：83.8 

（全国：86.9） 

中：87.8 

（全国：86.2） 

自

己

受

容 

質問 小学校 中学校 

人の役に立つ人間になりたいと思う 
小：96.7 

（全国：96.4） 

中：96.3 

（全国：96.6） 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと

思う 

小：83.2 

（全国：81.3） 

中：78.8 

（全国：75.3） 

自

己

有

用 

質問 小学校 中学校 

分からないことやくわしく知りたいことがあっ

たときに、自分で学び方を考え、工夫することは

できている 

小：82.8 

（全国：81.7） 

中：82.5 

（全国：77.5） 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いた

りすることができている 

小：84.3 

（全国：84.9） 

中：86.4 

（全国：84.7） 

学習した内容について、分かった点や、よく分か

らなかった点を見直し、次の学習につなげるこ

とができている 

小：78.6 

（全国：79.4） 

中：77.4 

（全国：73.4） 

自

己

効

力 

質問項目 小学校 中学校 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる

大人にいつでも相談できる 

小：68.9 

（全国：70.6） 

中：74.5 

（全国：73.2） 

先生は、あなたのよいところを認めてくれてい

ると思う 

小：92.3 

（全国：92.2 

中：94.3 

（全国：92.2） 

友達関係に満足している 
小：91.5 

（全国：91.7 

中：93.0 

（全国：91.4） 

 

他

者

信

頼 

質問項目 小学校 中学校 

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解

していないところについて、分かるまで教えて

くれていると思う 

小：88.6 

（全国：87.4） 

中：85.0 

（全国：83.8） 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを

大切にして、お互いに協力しながら課題の解決

に取り組んでいる 

小：91.7 

（全国：91.9） 

中：91.4 

（全国：91.9） 

他

者

肯

定 
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次ページからは、令和７年度全国学力・

学習状況調査問題を活用した授業づくり

について紹介します。 
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「☆学力戦隊☆マナブンジャー」は学力向上のヒーローが「令和７年度全国学力・学習状況

調査」の問題を教科ごとに分析し、これからの授業づくりのポイントについて示しています。 

各教科の「授業づくりの資料」を参考に、他の問題も分析し、今後の授業改善・充実に活

用してください。 

出題の趣旨 

求められる資質・能力 

＝
 

教育推進課 

「全国学力・学習状況調査」は、子どもたちが問題を解くだけでなく、出題された問題を教

師が分析し、授業の改善・充実を図ることで、子どもたちにとって必要な力を育むことができ

ます。 

本年度も、調査問題の出題の趣旨等から授業改善を図ることができるよう、活用のための

視点を示した、「『全国学力・学習状況調査』を活用した授業づくり」を作成しました。 

調査の対象となる学年（小６・中３）だけでなく、他の学年での授業づくりについても紹介し

ていますので、学校全体で組織的・継続的に授業改善等に取り組んでください。 

≪授業づくりのＰＯＩＮＴ≫ 

中数グリ－ン 小算ブル－ 中理ブラック 中国レッド 小国イエロ－ 

「全国学力・学習状況調査」を活用した授業づくり 

小理パ－プル 

調査問題の趣旨 
【「授業づくりの資料」の構成は以下のようになっています】 

ピックアップした

調査問題 

問題を解く時の

子どもの思考 

問題を解く力を子

どもにつけるため

の授業例 

（現行の教科書の

教材からピックア

ップしています） 

読解力については、学校・園データベース上にある「読解力を育む 20 の観点【小学校版】」、「読解力を育

む 20 の観点【中学校版】」、思考スキルについては、19 ある「思考スキル」から、子どもたちが問題を解く

時に使っているものをピックアップしています。 

授業づくりの 

ポイント 
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「大切にしていること」「やりがい」が
質問したい内容だよね。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

出題の趣旨 情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の

表し方を理解し使うことができるかどうかをみる。 

<問題の概要> 【話し合いの記録】の書き表し方を説明したものとして適切なものを選択する問題

  

話し合いの様子から、図に要点を書き出し
てみたんだね。 

話し合いの様子の要点を、流れに沿って
整理すると図のようになるんだね。 
だから答えは 2 になるよ。 

⑪要点 
具体と抽象 

読解力 
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話し合いの際に、考えをより明確にするためには、集めた情報と情報を関係付けるなど、図で整理

すると分かりやすくなります。 

同じような取り組みごとに整理することができたよ。 
①本をしょうかいする ②本を読む時間を決める ③教室に本を置く 
に、まとめることができたよ。 

先生 

～ 小学校５年「問題を解決するために話し合おう」の授業づくり ～ 

東京書籍「新しい国語」５年 P．１１８～ 

クラスの読書量を増やすためにはどうしたらいいでしょうか。 

私たちのグループは色々な取り組みを出し合ったよ。それをどうやって整理して、まとめ
ていくのかな・・・。 

意見を分類して、同じような取り組みをまとめてみるのはどうかな。 

そうだね。その「おすすめ本」を教室に
展示すると、その本を読んでみようと
するんじゃないかな。 

⑪要点 
具体と抽象 

読解力 

整理した中で、より読書量を増やす取り組みはどれだろう？ 

朝の会で、日直が「おすすめ本」のしょう
かいをすると、みんなが本に興味をも
つと思うよ。 
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＜問題の概要＞ 

都道府県 A のブロッコリーの出荷量が増えたかどうかを調べるために、適切なグラフを選び、 

出荷量の増減を判断し、その理由を書く問題  

 

子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 目的に応じて適切なグラフを選択してデータの特徴や傾向を捉え判断

し、その判断の理由を表現する。 

文章と資料を併せて見よう。 
都道府県 A のブロッコリー
の出荷量の変化を表したグ
ラフは「グラフ 3」だね。 

「グラフ 3」の 2013 年と 2023 年の
都道府県 A を比べると、０．５ｔ増えて
いることが分かるから、「ア」なんだ
ね。 
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グラフを扱うときは、目的に応じてどのようなグラフを選択して伝えたいことを説明するの

か、理由も併せて考えさせることが大切になります。 

～ 小学校５年生 帯グラフと円グラフ 学習のしあげ ～ 

東京書籍「続編新しい算数」5 年（下）P.９０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棒グラフ 折れ線グラフ 帯グラフ 円グラフ 

みんなの好きな教科が１番気になるから、アンケートをとってグラフにしてみようかな。 
５年生と６年生の好きな教科を調べて、どちらの学年が、算数が好きな人が多いか知りたいよ。 

５年生は 20 人、６年生は３５人だよ。 
棒グラフをみると、算数が好きな児童は、 
５年生が７人、６年生は１２人だったから、 
６年生の方が算数を好きな人が多いね。 

20

12

14

27

10

27

16

15

22

4

18

15

0% 50% 100%

帯グラフにしてみると、5 年生は 35％、6 年生は 34.2％
だったからやっぱり 5 年生の方が多い。 
割合で考える必要があったね。 

調べたいことを１つ決め、グラフを使って分かりやすく説明しよう。 

・・・あれ？ 
学年全体の人数が違うのに、このグラフはだめだと
思うな。 

先生 
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子どもたちは、この問いを次のように解決していきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出題の趣旨 電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現す
ることができるかどうかをみる。 

＜問題の概要＞ 
電気を通す物と通さない物でできた人形につい

て、人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、ベルが
鳴る回路を選ぶことができるかを問う問題 

４つの図を比べた(比較した)ときに、

何が違うのかな？ 人形には電流が流

れるんだよね？ 

人形の持ち手には電気を通さないと書

いてあるよ！ 

電気を通すには回路がつながっている

ことが必要だから、答えは４だね！ 
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先生 

～「これまでの学習をつなげよう 電気を通すもの・じしゃくにつくもの」～ 
啓林館「わくわく理科」３年Ｐ.１４８  

 
★思考ツール「ベン図」を提示して、それぞれの「もの」をどこに配置させたらよいかを考えさせる 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験をして、知識を得る⇒得た知識を使って、別の課題を考える⇒考えた中で出てきた疑問は、

また実験をして確かめる…。くりかえすことで、「実験の方法を発想」し、「表現する」ことがで

きるようになります。 

これまでに勉強したことを使って、７つの「もの」が「ベン図」のどこに当てはま

るか、わけてみよう！ 

悩むときは、道具を使って確かめてみよう。 

ほかの「もの」と比べ

ると、たしか、クリッ

プは、電気も通った

し、じしゃくにもつい

たよ！ 

じしゃくにつくものの性質と、電気を通すもの

の性質を思い出してみよう。コップはガラスだ

からじしゃくにはつかないよね？  

アルミカップはどうなんだろう？  

はさみは、材料がちがう部分があるから…？ 

実験して、確かめてみよう！  

前の実験方法を思い出して、回路を作って調べ

てみたらわかると思うよ。 
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第一中学校では、毎年、美術の時間につくった作品を展示する
美術展を行っています。今年は、昨年の美術展に来場した小学生
の感想をもとに、内容を工夫して開催します。実行委員の中井さ
んは、地域の小学校６年生に向けて、来場を促すためのちらしを
作成することになりました。次は、中井さんが参考にした【第一
中学校のウェブページ上のお知らせ】と、文書作成ソフトを用い
て作成している【ちらし】です。これらを読んで、あとの問いに
答えなさい。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

          
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ちらし】 

出題の趣旨 目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること

ができるかどうかをみる 

「第一中学校のウェブページ上
のお知らせ」と「ちらし」を比較
してみよう。 

「ちらし」に会場図があることで、
体育館の中の展示作品と体験コー
ナーの配置がどうなっているかが
一目でわかるようになっているよ。
だから、４となるね。 

子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 

＜問題の概要＞ 

ちらしに「会場図」を加えた目的を説明したものとして、適切なものを選択する問題。  

二 中井さんは、【ちらし】に、【第一中学校のウェブページ 

上のお知らせ】には示されていない「会場図」を加えました。ど

のような目的で加えたと考えられますか。次の１から４までのう

ち、最も適切なものを１つ選びなさい。 

１ 小学校６年生に向けたちらしであることを示すため。 

２ ウェブページの情報と比較しやすくするため。 

３ 会場となる体育館まで迷わずに来てもらうため。 

４ 展示する作品と体験コーナーの内容や配置を伝えるため。 

【ちらし】の目的は、地域の小
学校６年生に向けて、来場を
促すことだよね。 

１ 
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～ 中学校 1 年「項目を立てて書こう 案内文を書く」より ～ 

光村図書 国語１年 P．116～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇〇年 9 月 3 日 
地域の皆様 

東中学校合唱祭実行委員会 
 

第 20 回 東中学校合唱祭のご案内 
 
 新秋の候、皆様、いかがお過ごしでしょうか。 
 さて、このたび、第 20 回東中学校合唱祭を下記のとおり開催しま
す。どうぞお誘い合わせのうえ、お越しください。 

記 
１． 日時 9 月 24 日（金） 9：00 開場 
             11：45 終了予定 
２． 場所 東中学校体育館 

 
３． 当日の流れ 

9：30 〜 9：45 開会式 
9：45 〜 10：15 1 年生発表 

10：15 〜 10：45 2 年生発表 
10：45 〜 11：00 休憩 
11：00 〜 11：30 3 年生発表 
11：30 〜 11：40 閉会式 

 
４． オンライン配信について 

合唱祭当日に、オンラインで発表の様子を配信します。 
詳しくは、本校公式ウェブサイトをご覧ください。 
本校公式ウェブサイト https://www… 

 
５． その他 

・当日は、東門からお入りください。 
・スリッパなどをご用意ください。 
・駐車場がありませんので、車での来校はおひかえください。 
 

以上 

 
校舎 

校庭 
体
育
館 

東
門 

正門 

〇〇年 9 月 3 日 
東小学校 6 年生のみなさん 

東中学校合唱祭実行委員会 
 

第 20 回 東中学校合唱祭のご案内 
 
 日中は夏と変わらない暑い日が続きますが、日が落ちるのが少し
ずつ早くなり、秋を感じます。 
 さて、このたび、第 20 回東中学校合唱祭を下記のとおり開催しま
す。合唱際では各学年が様々な曲を歌います。楽しみに来てくださ
い。 

記 
１． 日時 9 月 24 日（金） 9：00 開場 
             11：45 終了予定 
２． 場所 東中学校体育館 

 
３． 当日の流れ 

9：30 〜 9：45 開会式 
9：45 〜 10：15 1 年生発表 

10：15 〜 10：45 2 年生発表 
10：45 〜 11：00 休憩 
11：00 〜 11：30 3 年生発表 
11：30 〜 11：40 閉会式 

 
 
４． その他 

・上ぐつをご用意ください。 
・〇〇〇… 

 
 

以上 

この日は、同じ校区の小学６年生が中学校見学もかねて、合唱祭に来ます。 
6 年生に合唱祭の案内を送る場合は、どのように書けばよいでしょうか。 
6 年生に合唱祭が楽しみだと思ってもらえるような案内文にしましょう。 

「地域の皆様」の案内文を参考に比較しながら読むと、「６年生

のみなさん」の案内文は          の部分を６年生向けに

変えた方がよさそうだな。 

案内文の対象である６年生がどんなことを知りたいか・・・。 

担任の先生と一緒に来るなら、校舎配置図よりも、どんな曲

を歌うかが分かっている方が合唱祭が楽しみになりそうだ。

それを具体化すると… 

合唱曲 
１−１「〇〇〇〇」 
１−２「△の△△」 
１−３「□の歌」 
２−１「◇◇◇◇」 

… 

文章を書くときは、目的（相手）に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことが明確になるように 

具体化することが大切です。 

  学習の中で、学校行事等の案内を実際に書いてみるなど、つけた力を活用できる場面を設定して

みましょう。 

先生 
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＜問題の概要＞ 

平行四辺形 ABCD の辺 CB、AD を延長した直線上に BE=DF となる点 E、F を取っても、 

四角形 AECF は平行四辺形となることの証明を完成する問題 

 

子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・改善する
ことができるかどうかをみる。 
 

「エ」の式の引き算を、足し算に
変えたら証明が完成するね。 

変わったところを、文章と図と式を
関係づけて考えるとわかるよ。 

文章を図に表すとわかりや
すくなるね。 

 【思考スキル】 

関係づける 

 【思考スキル】 

評価する 
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条件を変えた場合について、共通点・相違点に着目し、問題解決の過程を振り返りながら、 

解決方法を考えます。 

このように問題解決の過程を評価・改善することで、論理的に説明する力を育成します。 

先生 

～ 中学校 2 年生 図形の性質と証明 ～ 

啓林館「未来へひろがる数学」2 年 P．１４７    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

まずは、文章・式・図を関係づけて考えるために、 
図２に分かっていることを整理してみよう。 

「対角線 AC 上」を「直線 AC 上」に変えて、 

図２のように点 E、F をとった場合、 

上の証明はそのまま成り立つでしょうか。 

（証明） 
△ABE と△CDF で、 
仮定より、AE ＝ CF ……① 
平行四辺形の向かいあう辺は等しいので、 

AB ＝ CD ……② 
平行線の錯角は等しいので、AB//DC から、 

∠BAE ＝ ∠DCF ……③ 
①、②、③から、2 組の辺とその間の角が、それぞれ等しいので、 

△ABE ≡ △CDF 
合同な図形では、対応する辺は等しいので 

BE ＝ DF 

Ⅲが成り立つと言えれば、図１のときと 
同じように証明できそうだね。 

平行線の錯角は等しいので、AB//DC から、 
 
∠BAE ＝ ∠DCF ……③ 

平行四辺形 ABCD で、図１のように対角線 AC 上に AE＝CF となる点 E、F をとるとき、 

BE＝DF であることを次のように証明した。 
 

 【思考スキル】 

評価する 

 【思考スキル】 

関係づける 

 図１ 

図２ 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

ここにどんな言葉や式を入れるといいのかな。 

Ⅲ 
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出題の趣旨 【考察】をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用し

て、変える条件に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明できる。
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＜問題の概要＞ 

【考察】をより確かなものにするために必要な実験を選択し、予想される実験の結果を書く問題 

 
 
 
 
子どもたちは、この問いを次のように解決していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストローの空気の入る長さと音の高さ、オシロスコー

プの波形（振動数）の関係を調べるんだね。 

ストロー内の空気が入る長

さを比較してみよう。実験２

の方が長いね。 

分かったことを整理すると、【考察】にある

ようにストロー内の空気が入る長さと音の

高さには因果関係がありそうだなぁ。 

実験１・実験２・ア・イ・ウのストロー内の空気が入る長

さを比較してみよう。短い方から順に並べると、ア・実

験１・イ・実験２・ウになるね。 

ということは【考察】から音の高い方からア・実験１・

イ・実験２・ウの順になりそうだね。 

アは、最もストローの空気の入る長さが短いから、振

動数は多くなるね。 

イならば実験 1 と実験 2 の間だ。 

ウならば振動数は少なくなるよ。 

 【思考スキル】 

関連づける 

 【思考スキル】 

推論する 
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実験の計画を立てるときに、「何となく実験をやってみる」ではなく、 

「その操作をすることでどのような結果が得られるか」の予想を立てた上で実験を行う等、 

どのような方法で課題解決に向けた結果を得るのかを計画する機会を多く設けていくこと 

が大切です。 

発砲入浴剤 

～  身のまわりのものから発生する気体の授業づくり ～ 

啓林館「未来へひろがるサイエンス」1 年 P．１５９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生する気体が何かどうやっ

て調べようかなぁ… 

これまでに習った気体の集め

方や性質をもとに実験を計画

してみよう！ 

そういや気体を集める方法が

３つあったなぁ…水上置換法

ができるかできないかで何の

気体か絞り込めるかもなぁ… 

水上置換法で気体が集められ

たら、習った中では無臭の気

体ばかりだから、無臭であるこ

との確認もしたいね。 

発生した気体が何かつきとめ

てみよう！ただし、これまでに

習った気体のどれかだよ。 

 【思考スキル】 

関連づける 

 【思考スキル】 

推論する 

気体が「水素」と断定する方法

って何があるかなぁ… 前、試験管に集めた水素にマッチの火を

近づけたら音を立てて燃えたね。集めた

気体にマッチの火を近づけてみようか。 

そういえば、線香の火を試験管に集めた気

体に入れたこともあったね。あれは確か酸素

だったかな。それもやってみよう！ 

36

80/84



１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

1 主語
し ゅ ご

と 述語
じ ゅ つ ご

の関係
か ん け い

を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

2 共通
き ょ う つう

・ 相違
そ う い

の関係
か ん け い

を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

3 題名
だ い め い

や見出
み だ

し と その役割
や く わ り

を理解
り か い

する 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

4 文章
ぶんし ょ う

と 資料
し り ょ う

（ 写真
し ゃ し ん

やイ ラ スト 等
と う

） を合
あ

わせて読
よ

める ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

5 問
と

いと 答
こ た

えの関係
か ん け い

を理解
り か い

する ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

6 事柄
こ と が ら

の順序
じ ゅ んじ ょ

（ 時間
じ か ん

、 作業
さ ぎ ょ う

手順
て じ ゅ ん

、 優先度
ゆ う せ ん ど

など） を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

7 修飾
し ゅ う し ょ く

と 被
ひ

修飾
し ゅ う し ょ く

の関係
か ん け い

を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇

8 指示
し じ

する 語句
ご く

や接続
せ つ ぞ く

する 語句
ご く

の役割
や く わ り

を理解
り か い

する ◎ ◎ 〇 〇

9 形式
け い し き

段落
だ ん ら く

・ 意味
い み

段落
だ ん ら く

の役割
や く わ り

について理解
り か い

する 〇 ◎ ◎ 〇 〇

10 文章
ぶんし ょ う

構成
こ う せ い

（ 序論
じ ょ ろ ん

・ 本論
ほ ん ろ ん

・ 結論
け つ ろ ん

など） を理解
り か い

する 〇 ◎ ◎ 〇 〇

11 形式
け い し き

段落
だ ん ら く

等
と う

の要点
よ う て ん

をと ら える（ 抽象
ちゅ う し ょ う

と 具体
ぐ た い

） ◎ 〇 〇 〇

12 考
かんが

えと それを支
さ さ

える理由
り ゆ う

や事例
じ れ い

等
と う

の関係
か ん け い

を理解
り か い

する（ 因果
い ん が

関係
か ん け い

） 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

13 比較
ひ か く

（ 対比
た い ひ

・ 類比
る い ひ

） や分類
ぶ ん る い

の仕方
し か た

を理解
り か い

する 〇 ◎ ◎ 〇 〇

14
目的
も く て き

を意識
い し き

して、 内容
な い よ う

の中心
ち ゅ う し ん

と なる語
ご

や文
ぶ ん

を選
え ら

んで 文章
ぶんし ょ う

を要約
よ う や く

する

（ 抽象
ちゅ う し ょ う

と 具体
ぐ た い

）

◎ ◎ 〇 〇

15 様々
さ ま ざ ま

な表現
ひょ う げん

の技法
ぎ ほ う

を理解
り か い

する（ 比喩
ひ ゆ

や反復
は ん ぷ く

、 倒置
と う ち

等
と う

） 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

16 思考
し こ う

に関
か か

わる語句
ご く

（ し かし 、 つまり 、 例
た と

えば等
と う

） を理解
り か い

する 〇 ◎ 〇

17
文章全体

ぜ ん た い

の構成
こ う せ い

を捉
と ら

え、 要旨
よ う し

を把握
は あ く

する（ 事実
じ じ つ

と 感想
か ん そ う

、 意見
い け ん

などと の

関係
か ん け い

）

〇 ◎ ◎

18 文章
ぶんし ょ う

と 資料
し り ょ う

（ 図
ず

表
ひょ う

やグラ フ 等
と う

） の関係
か ん け い

や効果
こ う か

を理解
り か い

する 〇 〇 ◎ ◎

19 論
ろ ん

の進
す す

め方
か た

等
と う

、 筆者
ひ っ し ゃ

の意図
い と

を考
かんが

える 〇 〇 ◎ ◎

20 文章
ぶんし ょ う

の種類
し ゅ る い

や特徴
と く ち ょ う

を理解
り か い

する（ 紹介
し ょ う かい

、 提案
て い あ ん

、 推薦
す い せ ん

、 案内
あ ん な い

、 解説
か い せ つ

等
と う

） 〇 ◎ ◎

読解力
ど っ か い り ょ く

を育
は ぐ く

む「２０の観点
か ん て ん

」

【小学校版
( し ょ う が っ こ う ば ん

】
※こ こ でいう 読解力と は主に説明的な文章（ 教科書・ 新聞・ パンフ レッ ト ・ ポスタ ー・ 解説書など） の読み取り を意味し て

います。

※◎になっ ている学年は、 重点的に学習する学年です。 〇になっ ている学年でも 、 く り 返し 学習し てく ださ い。

作成： 四日市市教育委員会指導課

監修： 三重大学教育学部教授 守田 庸一

どっ かいり ょ く てき かいせつし ょ

てき
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< 四日市版>

読解力を育む「２０の観点」【中学校版】

１ 年 ２ 年 ３ 年

1 段落ごと の内容や段落相互の関係を捉える

2 筆者の意見と 事実と の関係を理解する

3 要旨を捉える

4 目的に応じ て必要な情報に着目して要約する

5 文章の構成や展開の効果等について考える

6 比較（ 対比・ 類比） や分類の仕方を理解する

7 筆者の意見と それを支える根拠と の関係を理解する

8 原因と 結果の関係を理解して理解する（ 因果関係）

9 文章全体と 部分の関係に着目して読む

10 文章と 図表などを結び付けながら 、 筆者の主張をより 正確に理解する

11 文章の構成や論理の展開について理解する

12 表現の効果について理解する

13 根拠に説得力があるかどう かを吟味する

14 文章の構成における具体と 抽象の関係を理解する

15 主張と 根拠と の関係等、 内容を吟味し ながら 読む

16 文章の構成や論理の展開が分かり やすく 適切なも のであるか、 評価して読む

17 筆者のも のの見方や考えの進め方等を捉え、 文章の内容を正確に理解する

18 情報の信頼性を確かめながら 読む

19 具体と 抽象の関係を捉えて読む

20
文章の種類と その特徴について理解する（ 意見文、 感想文、 記録文、 報告文、 解説

文等）

※こ こ でいう 読解力と は主に説明的な文章（ 教科書・ 新聞・ パンフ レッ ト ・ 解説書・ 評論文・ 解説文など） の読み取り を意味し

ています。

※「 読むこ と 」 の力を 育成するためには、 「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 や「 書く こ と 」 と 関連さ せて指導し てく ださ い。

※色が濃く なっ ている 学年は、 重点的に育成する学年です。 それ以外の学年でも 、 実態に合わせて系統的・ 継続的に指導し てく

ださ い。

作成： 四日市市教育委員会指導課

監修： 三重大学教育学部教授 守田 庸一
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